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令和４年度 スーパーサイエンスハイスクール取組の成果

第 回 日本学生科学賞 兵庫県コンクールにおいて，生物部の研究「飼育
下におけるカワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激の探索」が兵庫県教育長
賞を受賞しました。また、 科２年生課題研究班の研究「硝酸銅（Ⅱ）水
溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る」が神戸商工会議所会頭賞を受
賞しました。

第 回 日本学生科学賞 兵庫県コンクール
兵庫県教育長賞（生物部）

神戸商工会議所会頭賞（課題研究班）



生物部の発表 化学部の授賞式

第 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会において，生物部の
研究「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」が研究発表優秀賞・ポス
ター発表最優秀賞を受賞しました。また、化学部の研究「イチゴによるアル
ミニウムの溶解」が研究発表優良賞・ポスター発表優秀賞を受賞しました。

全日本通信珠算競技大会（全国珠算教育連盟主催）個人総合競技 高等学校
の部で 科２年生が第１位となり、兵庫県教育長から「ゆずりは賞」を授
与されました。

全日本通信珠算競技大会 個人総合競技 高等学校の部 第１位
ゆずりは賞

第 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会
研究発表優秀賞・ポスター発表最優秀賞（生物部）
研究発表優良賞・ポスター発表優秀賞 化学部

（日本情報オリンピック プレスリリースより引用）

日本情報オリンピック第３回女性部門（ ）において、 科
２年生が金賞を受賞し、第 回ヨーロッパ女子情報オリンピック日本代表選
手候補に選出されました。

において、 科３年生課題研究班の研究「尾翼形状が飛行に与え
る影響」が入賞しました。写真は新明和工業株式会社を訪問し、技術者との
対話を行った時のものです。

日本情報オリンピック
第３回女性部門 金賞（第１位）

（第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ）
入賞（課題研究班）
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は じ め に

兵庫県立宝塚北高等学校

校 長 曽 谷 功

本校は、 年に「普通科」と全国公立高校初の「演劇科」の二つの学科をもつ県立高等学校

としてスタートしました。さらに開校２年目に設置された普通科理数コースが、平成 年にグ

ローバルサイエンス科 理数に関する学科、通称 科 に改編され、現在は三つの学科を有して

います。校訓の「自律・協調・勤労・創造」のもと、三つの学科の特色を活かしながら、互いに

刺激を受け合い、リスペクトしながら、高みを目指し、全校生徒、職員が一致団結して「三科が

奏でる、ハーモニー」を創り出しています。

令和元年度、文部科学省の 「スーパーサイエンスハイスクール（ ）」に指定されました。

研究開発課題として「新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカ

リキュラムと評価法の開発」を掲げ、質の高いイノベーター育成のため、「気づく力」、「挑戦

する力」、「繋ぐ力」、「見通す力」、「伝える力」の“５つの力”の育成に取り組んでいます。

今の高校生たちの未来の社会は、少子高齢化、ＡＩの進化、高度情報化など誰もが逃れること

ができない大きなうねりの中に突入していきます。一方、新型コロナウイルス感染症のようなパ

ンデミックや大規模自然災害など予測の困難な変化の激しい時代からも逃れることができませ

ん。このような激動の時代を乗り切るには、本校が実践している課題研究のように答のないもの

に挑戦していく「探究」を中心とした取り組みを、主体的・協働的、教科横断的に行うことの意

義と効果は計り知れません。その実現のために、本校では特に課題設定とリサーチプランづくり

を大切にしています。その中心となるのが学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」です。「 Ⅰ」では、

課題研究のテーマを自ら設定する能力を身につけるために、フィールドワークや大学等と連携し

たオープンクエスチョンを中心とした探究学習を進めてきました。「 Ⅱ」では、仮説を立てる

能力を身につけるために、生物・化学・情報科学を軸に教科・科目横断的な学習を積み上げなが

らグループで取り組みました。「 Ⅲ」では、実験結果を科学的・論理的に考察し、結論を導き

出す能力を身につけるために、英語による発表、論文の査読など実りのある成果をあげました。

昨年度「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」をすべて実施した初年度となりましたが、本年度はさらにブラッシュア

ップをして取り組むことができました。

さて、令和４年度は、探究活動や課題研究の発表の場が人数制限や２部制等で実施するなど開

催に工夫をしながらではありましたが、その多くが対面で実施することができました。中でも「サ

イエンスフェア 兵庫」が３年ぶりに県下の高校生が一堂に会して開催されました。この催し

は、 による成果と理数教育の発展を目指して兵庫「咲いテク」運営指導委員会の中心事業で

す。本校からも８組の研究グループが参加し、日頃の研究の成果を思う存分発揮しました。発表

後は、多くの大学や研究機関等の先生方から生の質問や意見を直接受けることができました。そ

して、何より他校の高校生と意見を交わしたり交流をしたりする機会を３年ぶりに持つことがで

き、いよいよポストコロナの時代が本当にやってきたと感じた感慨深い１日となりました。

本誌は第Ⅰ期４年次報告書として、研究開発の過程を記録しました。今後は、演劇科や普通科

と学校全体に 事業を拡げていきたいと考えています。日頃からご指導いただいております運

営指導委員をはじめ、文部科学省、科学技術振興機構、兵庫県教育委員会、県立人と自然の博物

館及び大学や企業等連携機関など、多くの関係者の皆様には、本校 事業の充実・発展のため

にご指導・ご助言をいただきましたことに心から感謝いたします。今後とも引き続きご支援賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

深い学びを実現するための様々な取り組み

深く学ぶ

基礎原理から学ぶ

広い視点から学ぶ

いろいろな人に伝える

海外と繋ぐ

大阪大学理学部と連携した電気
分解に関する基礎実験（写真左）

本校卒業生がメンターとなって
行う発酵に関する基礎実験（写
真右）

兵庫県立人と自然の博物館研究
員から地質・古生物・古環境に
ついて学ぶ（写真左）
地震波の波形データを基に課題
を設定し、役割を分担し協働し
て学ぶ（写真右）

東京大学の研究者による天文
物理学の講義と対話を通して
深く学ぶ（写真左）
京都大学複合原子力科学研究
所の研究者の講義と対話で深
い学びを実現する（写真右）

明石市立天文科学館の研究員
と共に一般公開するコンテン
ツを作成する（写真左）
小中学生の自由研究へのアド
バイスをオンラインで行う（写
真右）

マラヤ大学の学生とオンライ
ンで英語による課題研究の発
表会を行う（写真左）
シアトル市のボーイング社社
員とオンラインによる交流（写
真右）
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第１章 研究開発実施報告（要約）

兵庫県立宝塚北高等学校 指定第 期目 ～

❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカリキュラムと評価法の

開発

② 研究開発の概要

に向けて，質の高いイノベーター育成のため，「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」

「見通す力」「挑戦する力」の基礎となる５つの力の育成が重要であると考えた。そこで，クロス

カリキュラム群の設置と，客観的に評価を行うことでこれら５つの力を効果的に育成する教育課程

の研究開発を行うこととした。グローバルサイエンス科（以下 科）を主対象とした「 」，

普通科理系生徒にも広げた「 」，全生徒・保護者・地域住民や近隣の教育関係者まで取

り込んだ「 」の３つのプログラムの開発・検証を行った。さらに，これらのプログラム

を通じて生徒が目的となる力がどの程度身についたかを生徒の主観的評価だけでなく生徒個々の

能力を客観的に評価し，かつフィードバック可能な，より実用的な評価法の開発に取り組んだ。

③ 令和４年度実施規模

学科
１年生 ２年生 ３年生 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

科

普通

科
文系

理系

演劇科

計

（備考）GS 科（グローバルサイエンス科）の３学年，自然科学系部活動（約 60 名），普通科・演劇科

希望生徒（約 20名）を SSHの主対象とした。 

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

第１年次 

〇「GSⅠ」及びオープン講座・特別講義の実施内容，系統的なプログラム

を研究する。

○「 」の実施内容と評価について研究する。

○博物館や外部研究機関との連携を強化できる体制づくりを進める。

○SSH 評価委員会の中の担当教職員チームが評価基準を作成する。

○課題研究の仕上げとなる課題研究発表会の内容を精査して，次年度に工

夫改善する。

○GS 科の過去５年間の検証を行う。

○SSH 推進委員会と 運営指導委員会が中心となり，「 」，

兵庫県立宝塚北高等学校 事業概念図



第１章 研究開発実施報告（要約）

兵庫県立宝塚北高等学校 指定第 期目 ～

❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカリキュラムと評価法の

開発

② 研究開発の概要

に向けて，質の高いイノベーター育成のため，「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」

「見通す力」「挑戦する力」の基礎となる５つの力の育成が重要であると考えた。そこで，クロス

カリキュラム群の設置と，客観的に評価を行うことでこれら５つの力を効果的に育成する教育課程

の研究開発を行うこととした。グローバルサイエンス科（以下 科）を主対象とした「 」，

普通科理系生徒にも広げた「 」，全生徒・保護者・地域住民や近隣の教育関係者まで取

り込んだ「 」の３つのプログラムの開発・検証を行った。さらに，これらのプログラム

を通じて生徒が目的となる力がどの程度身についたかを生徒の主観的評価だけでなく生徒個々の

能力を客観的に評価し，かつフィードバック可能な，より実用的な評価法の開発に取り組んだ。

③ 令和４年度実施規模

学科
１年生 ２年生 ３年生 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

科

普通

科
文系

理系

演劇科

計

（備考）GS 科（グローバルサイエンス科）の３学年，自然科学系部活動（約 60 名），普通科・演劇科

希望生徒（約 20名）を SSHの主対象とした。 

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

第１年次 

〇「GSⅠ」及びオープン講座・特別講義の実施内容，系統的なプログラム

を研究する。

○「 」の実施内容と評価について研究する。

○博物館や外部研究機関との連携を強化できる体制づくりを進める。

○SSH 評価委員会の中の担当教職員チームが評価基準を作成する。

○課題研究の仕上げとなる課題研究発表会の内容を精査して，次年度に工

夫改善する。

○GS 科の過去５年間の検証を行う。

○SSH 推進委員会と 運営指導委員会が中心となり，「 」，

兵庫県立宝塚北高等学校 事業概念図



り、その効果を検証する。

〇オンラインを活用した課題研究による効率化を検証し，普通科の探究活

動に 科のオンライン活用の取組を広げていく。

〇課題研究におけるリサーチプランの効果を検証し，リサーチプラン研修

会を継続して開催する。

○SSH 中間評価において指摘を受けた事項に対して，改善・対応策を検討

した上で，第２期指定に向けた実践を行う。

〇第２期の指定に向け，「理数探究基礎」を軸とした全校体制の構築を進

める。

第５年次

○研究開発課題の達成度を検証し 事業の総括を行う。

〇 事業５年間の成果を公開して，その成果の普及を図る。

〇第１期の活動で生まれた新たな課題を精選し，第２期の研究開発課題を

設定する。

〇第２期の指定に向け，全校体制の構築と指導委員会の準備をすすめる。

○教育課程上の特例

の研究開発に係る教育課程上の特例は次表の通りである。

学科 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象

科

GSⅠ １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年

GSⅡ ５

情報の科学 １

第２学年
理数化学 １

理数生物 １

課題研究 ２

Ⅲ ２ 総合的な探究の時間 ２ 第３学年

科において，新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材の育成を目標に３年間を見

通した年次進行型の教育課程の開発を行う。「GSⅠ」では連携機関と集中講義形式で探究活動を行

い，研究の基本やリーダーとして必要な「気づく力」を始めとする５つの力の重要性を学ばせる。

１年生の後半では，２年生の「GSⅡ」で行う課題研究のテーマ及び研究計画を設定させ，２年生の

授業へとつながっていく。３年生の「GSⅢ」では，２年生での成果を引き継ぎ英語科教員や

などと協働した英語による発表会を行う。このように３年間つながった系統的なプログラムを推進

するため特例を必要とする。

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項

課題研究をはじめ に関連する教科・科目は次表の通りである。

第１学年 第２学年 第３学年
対象

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数

科

GSⅠ １ GSⅡ ５ GSⅢ ２

科全員
探究基礎実習等を通じて

「GSⅡ」で行う課題研究

へ繋げる

分野融合型の理数科

目の学習と課題研究

を行う

課題研究を継続し論

文作成を行う。また科

学英語実習を行う

学校設定科目「GSⅠ」

１年生 科対象の科目（１単位）。 科の生徒を対象とした３ヵ年を通じて行う育成プログラ

ム「 」の１年生における科目である。週時程の中には組み込まず，土曜日などの週休日に

実施した。探究活動の基礎を徹底すると同時に，幅広く自然科学分野の学びを行っている。複数科

目の要素を取り入れた科目融合型の授業を行った。また，生徒が主体的に活動できる仕掛けを用意

「 」や課題研究の指導体制を構築する。

○希望する普通科理系生徒の「GSⅠ」への受け入れと検証を行う。

○「 」を実施し，その効果的なプログラムを研究開発する。

〇外部コンテスト等への出展を行う。

○自然科学系部活動の活性化を進める。

○各プログラムの相乗効果を検証する。

〇１年次の検証を２年次の新１年生に反映させる。 

第２年次

○特別講義の実施内容，系統的なプログラムについての検証と改善。

○前年度の大学進学実績や評価アンケート等の検証と事業の効果の確認。

○新たな研究開発課題「オンラインの活用による課題研究の深化と効率化

の課題研究」の設定と実施。

○１年次で作成した５つの力の評価規準に基づく，２年次の検証と改善。

○１年次に担当した教職員チームがアドバイザーとなり，比較的経験年数

の浅い教職員向けの「課題研究」を中心としたトレーニング。

○卒業生のメンター制および人材活用。

〇学校設定科目「GSⅡ」を実施し，課題研究につながる主体的・対話的で

深い学びが得られる教材開発。

○学校設定科目「GSⅢ」（令和 年度より実施）などによる英語活用能力

の育成をさらに推進するプログラムの研究開発。

○GS 科の生徒による他科の生徒との科学交流プログラムを開発。

○それぞれのプログラムがどのようにつながりを持って効果を上げたか

の検証。

〇２年次の検証を３年次の新１年生，２年生に反映させる。

第３年次

○開発２年間での成果と課題を検証し，５年計画の軌道修正を行う。

○前年度の進学実績について，事業２年間の効果を検証する。

○GS 科のメンター制を実施する。

○GS 科の生徒と地域との科学交流のプログラムを開発する。

○それぞれのプログラムがどのようにつながりを持って効果を上げたか

検証する。

○普通科における体系的に問題発見能力や課題解決能力を高める選択型

の学校設定科目「理数探究基礎」の設置を検討する。

〇３年次の検証を４年次の新１年生，２年生，３年生に反映させる。

第４年次（本

年度）の研究

開発計画

〇学校設定科目における評価法を完成し，その効果を検証する。

〇コロナ禍に対応したオンラインを活用した英語活用能力を高める取組

を推進し，効果を検証する

〇自然科学系部活動の活動をより活性化し，レベルの高い研究活動が行え

る体制づくりを行い，生徒の伸長を検証する。

〇メンター制により上級生や卒業生を 事業に活用し，その効果を検証

する。さらに，地域における科学の普及活動を実施し 事業の成果を

公表していく。

〇 科の取組を普通科の探究活動に広げ，第５年次に開講される「理数

探究基礎」への準備を行う。

〇科学コンテストへの参加をより一層推進し，科学技術系人材の育成を図



り、その効果を検証する。

〇オンラインを活用した課題研究による効率化を検証し，普通科の探究活

動に 科のオンライン活用の取組を広げていく。

〇課題研究におけるリサーチプランの効果を検証し，リサーチプラン研修

会を継続して開催する。

○SSH 中間評価において指摘を受けた事項に対して，改善・対応策を検討

した上で，第２期指定に向けた実践を行う。

〇第２期の指定に向け，「理数探究基礎」を軸とした全校体制の構築を進

める。

第５年次

○研究開発課題の達成度を検証し 事業の総括を行う。

〇 事業５年間の成果を公開して，その成果の普及を図る。

〇第１期の活動で生まれた新たな課題を精選し，第２期の研究開発課題を

設定する。

〇第２期の指定に向け，全校体制の構築と指導委員会の準備をすすめる。

○教育課程上の特例

の研究開発に係る教育課程上の特例は次表の通りである。

学科 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象

科

GSⅠ １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年

GSⅡ ５

情報の科学 １

第２学年
理数化学 １

理数生物 １

課題研究 ２

Ⅲ ２ 総合的な探究の時間 ２ 第３学年

科において，新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材の育成を目標に３年間を見

通した年次進行型の教育課程の開発を行う。「GSⅠ」では連携機関と集中講義形式で探究活動を行

い，研究の基本やリーダーとして必要な「気づく力」を始めとする５つの力の重要性を学ばせる。

１年生の後半では，２年生の「GSⅡ」で行う課題研究のテーマ及び研究計画を設定させ，２年生の

授業へとつながっていく。３年生の「GSⅢ」では，２年生での成果を引き継ぎ英語科教員や

などと協働した英語による発表会を行う。このように３年間つながった系統的なプログラムを推進

するため特例を必要とする。

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項

課題研究をはじめ に関連する教科・科目は次表の通りである。

第１学年 第２学年 第３学年
対象

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数

科

GSⅠ １ GSⅡ ５ GSⅢ ２

科全員
探究基礎実習等を通じて

「GSⅡ」で行う課題研究

へ繋げる

分野融合型の理数科

目の学習と課題研究

を行う

課題研究を継続し論

文作成を行う。また科

学英語実習を行う

学校設定科目「GSⅠ」

１年生 科対象の科目（１単位）。 科の生徒を対象とした３ヵ年を通じて行う育成プログラ

ム「 」の１年生における科目である。週時程の中には組み込まず，土曜日などの週休日に

実施した。探究活動の基礎を徹底すると同時に，幅広く自然科学分野の学びを行っている。複数科

目の要素を取り入れた科目融合型の授業を行った。また，生徒が主体的に活動できる仕掛けを用意

「 」や課題研究の指導体制を構築する。

○希望する普通科理系生徒の「GSⅠ」への受け入れと検証を行う。

○「 」を実施し，その効果的なプログラムを研究開発する。

〇外部コンテスト等への出展を行う。

○自然科学系部活動の活性化を進める。

○各プログラムの相乗効果を検証する。

〇１年次の検証を２年次の新１年生に反映させる。 

第２年次

○特別講義の実施内容，系統的なプログラムについての検証と改善。

○前年度の大学進学実績や評価アンケート等の検証と事業の効果の確認。

○新たな研究開発課題「オンラインの活用による課題研究の深化と効率化

の課題研究」の設定と実施。

○１年次で作成した５つの力の評価規準に基づく，２年次の検証と改善。

○１年次に担当した教職員チームがアドバイザーとなり，比較的経験年数

の浅い教職員向けの「課題研究」を中心としたトレーニング。

○卒業生のメンター制および人材活用。

〇学校設定科目「GSⅡ」を実施し，課題研究につながる主体的・対話的で

深い学びが得られる教材開発。

○学校設定科目「GSⅢ」（令和 年度より実施）などによる英語活用能力

の育成をさらに推進するプログラムの研究開発。

○GS 科の生徒による他科の生徒との科学交流プログラムを開発。

○それぞれのプログラムがどのようにつながりを持って効果を上げたか

の検証。

〇２年次の検証を３年次の新１年生，２年生に反映させる。

第３年次

○開発２年間での成果と課題を検証し，５年計画の軌道修正を行う。

○前年度の進学実績について，事業２年間の効果を検証する。

○GS 科のメンター制を実施する。

○GS 科の生徒と地域との科学交流のプログラムを開発する。

○それぞれのプログラムがどのようにつながりを持って効果を上げたか

検証する。

○普通科における体系的に問題発見能力や課題解決能力を高める選択型

の学校設定科目「理数探究基礎」の設置を検討する。

〇３年次の検証を４年次の新１年生，２年生，３年生に反映させる。

第４年次（本

年度）の研究

開発計画

〇学校設定科目における評価法を完成し，その効果を検証する。

〇コロナ禍に対応したオンラインを活用した英語活用能力を高める取組

を推進し，効果を検証する

〇自然科学系部活動の活動をより活性化し，レベルの高い研究活動が行え

る体制づくりを行い，生徒の伸長を検証する。

〇メンター制により上級生や卒業生を 事業に活用し，その効果を検証

する。さらに，地域における科学の普及活動を実施し 事業の成果を

公表していく。

〇 科の取組を普通科の探究活動に広げ，第５年次に開講される「理数

探究基礎」への準備を行う。

〇科学コンテストへの参加をより一層推進し，科学技術系人材の育成を図



）アゴラ コロナ禍で中断していたが，大阪大学教授を講師として 年ぶりに開催できた。

５ 科での取組を活用した授業改善

）普通科「総合的な探究の時間」への応用 科の課題研究の手法を広げることができた。

）演劇科「地学基礎」への応用 演劇科生徒に 科の探究活動の手法を広げることができた。

６ 科学技術人材育成に関する取組

）「数学・理科甲子園」に参加する取組

「 Ⅰ」と連携し，参加チームだけでなく生徒全体で深い学びが得られるように開発した。

）「サイエンスフェア 兵庫」 科だけでなく，普通科生徒も参加することができた。

） 課題研究を英語で発表するイベントに参加した。

）国際科学技術コンテスト（科学系オリンピック）への取組

）青少年のための科学の祭典 小中学生相手に科学の普及活動を行った。

）その他のコンテスト 科生徒と普通科生徒が協働し，ディベート甲子園に参加した。

）地元中学校の科学系部活動との交流

７ 課題研究に係る取組

オンラインによる課題研究の深化と効率化の検証を行った。科学倫理の学習も行っている。

８ 成果の公表・普及

）五国 連携「高校生リサーチプラン研修会」の実施

）探究活動を深化させる教材開発

）教員による外部発表 全国理数科教育研究大会での発表や学会誌への投稿

）先進校視察

清心女子高等学校・松江南高等学校の訪問を受けた。国分高等学校を訪問した。さらに，県内

の 指定外の高校から本校の 事業による成果を教えてほしいとの依頼があった、

９ 事業の評価

）スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価に対する改善

）教職員による評価

科中心で事業を進めてきたため，全職員の評価が必ずしも高いものではない。このことは

期目へ向けての課題となっている。

）大学進学への効果 指定を受けて，推薦入試の活用が 科に広まってきた。

校内における の組織的推進体制

中間評価の指摘を踏まえ， 運営指導委員の見直しを進めている。

⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について

学校内において次のように成果の普及を行った。

通信（広報紙）の発行

事業や研究成果の共有を目的として，広報紙を発行している。配布対象は本校生徒・保護者・職

員であるがホームページにも公開している。指定４年間で通算 号を発行している。

掲示板の設置

校内に２か所， 掲示板を設置し成果を掲示している。

北高ダイアリー

本校ホームページ内「北高ダイアリー」に事業を掲載し地域への広報活動と成果の共有化を図っ

ている。

総合学習推進委員会

科の成果を普及継承するために総合学習推進委員会が中心となり，令和４年度から普通科の
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し，深い学びが得られるように工夫した。 

(2) 学校設定科目「GSⅡ」 

２年生 GS 科対象の科目（５単位）。「理数生物」「理数化学」「情報の科学」「課題研究」を

代替した学校設定科目である。育成プログラム「GS-days」の中核となるように，序盤は課題研究

に必要な基礎知識や考え方等を身につけるため化学・生物・情報科学に重点置いた教科・科目横断

型授業と課題解決型実験実習に重点を置き，課題研究の進捗に合わせて研究活動に取り組む時間を

増やすなど，可塑的な運用を行っている。  

(3) 学校設定科目「GSⅢ」 

３年生の GS 科対象の科目（２単位）。前半は課題研究の完成をめざし，英語科教員や ALT と理

数系教員が連携した発表指導と外部の助言者（大学教員等）による助言や議論を通して科学者や研

究者として必要な「伝える力」を高いレベルで身に着けることができると期待した。後半は科学英

語探究実習を通して英語活用能力を高める取り組みを行った。 

○具体的な研究事項・活動内容 

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

(1）大学や研究機関等との主体的な取組 

①大阪大学との連携 学校設定科目「GSⅠ」，特別講義，課題研究 

②京都大学との連携 学校設定科目「GSⅠ」，特別講義，課題研究 

③兵庫県立人と自然の博物館との連携 学校設定科目「GSⅠ」，課題研究 

④京都教育大学との連携 学校設定科目「GSⅠ」 

⑤その他，神戸大学，兵庫県立大学，関西学院大学，甲南大学等と連携し，課題研究において指 

導や助言を受けたり，生徒が出向き研究者から直接指導助言を受けたりしている。 

(2）企業との主体的な取組 

①松本商店 課題研究班「和蝋燭」に関する連携 

②新明和工業株式会社 課題研究班「翼の形状が飛行に与える影響」に関する研究 

③株式会社リバネス 課題研究班「ロールス・ロイス サイエンスキャンプ 2022」に参加 

(3) 大学主催の高校生向け科学プログラムに関する取組 

国際的科学技術人材育成プログラム（ROOT プログラム） １名 

京都大学 ELCAS2022 １名 

大阪大学 SEEDS プログラム  体感コース１名 実感コース１名 

京都大学連携「プラズマ・核融合学会 高校生シンポジウム」 ２名 

(4）学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 

  課題研究の指導助言,発表会での審査員，論文査読等で多数の連携を行い「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を 

  実施している。授業における評価方法も確立できた。 

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

(1）シアトル研修の代替 ボーイング社社員とのオンライン交流，ワシントン大学教授の講義 

(2）GS 科授業での取組 英語科と連携した授業，ディベートコンテスト，「GSⅢ」 

(3）国際理解教育委員会 大学留学生，台湾曙光女子中学，マラヤ大学,外務省高校講座，JICA 

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

(1）自然系部活動の活動 60 名近くの部員が幅広く活動し，レベルの高い研究を行っている。 

(2）「兵庫咲いテク」事業を活用した取組 県内 SSH 指定校企画の科学イベントを活用した。 

４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成 

(1）メンター制 「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」や自然科学系部活動においてメンター制が機能した。 

(2）小中学生のための自由研究オンライン相談会 昨年度に引き続き実施した。今後も継続する。 
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第２章 研究開発の成果と課題  

 

兵庫県立宝塚北高等学校 指定第 1期目 01～05 

 

❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 ① 研究開発の成果  

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

（1）大学や研究機関等との主体的な取組 

本校は兵庫県阪神地区に位置しており，近辺には大学や博物館等が多数存在している。そのメ

リットを活かして,多数の大学や博物館と連携し，多くの研究者を「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」における講

師や助言者として活用している。したがって生徒は，主体的に深い学びに向かう姿勢をもつよ

うになり，その成果が GS 科生徒の各大学主催の発表会やコンクールへの参加数の多さに顕著に

表れている。また，より専門的な研究を行おうとする姿が見られ，各コンクールやコンテスト

での受賞歴の多さに繋がっている。 

   →第４章関係資料 資料３ 生徒の外部発表一覧 

（2）企業との主体的な取組 

前項（1）と同様に，企業との連携は「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の成果に繋がっている。さらに，企業の 

技術者との対話は，生徒の将来のキャリア形成に有効であることが検証できた。 

（3）大学主催の高校生向け科学プログラムに関する取組 

DAYS 通信を活用し，国際的科学技術人材育成プログラムを始めとする大学主催の科学プログラ 

ムの案内を積極的に行ってきた。GS 科だけでなく普通科生徒も，これらのプログラムに参加し 

ていることは成果としてあげられる。大阪大学の SEEDS プログラムでは，一般向けの公開講座 

で発表も行うことができた。 

 

（4）学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 

指導と評価が繋がるような授業改善を行うことができた。本校で育成目標としている５つの力

に基づく評価法をほぼ完成させることができた。５つの力は GS 科生徒に「GS５つの力」として

定着し，教員と生徒で各授業における到達目標を明確に共有することができた。探究活動にお

けるルーブリックの活用の重要性を検証できた。来年度から普通科で開講させる「理数探究基

礎」に GS 科の学校設定科目の評価法を適用していく見通しが得られた。 

さらに，今年度は東京方面への科学研修旅行を実施した。その効果は極めて大きいことが生徒

の感想や，訪問した東京大学や産総研の研究者との熱心な議論で検証できた。 

     

教育課程に「理数探究基礎」を設置することができた。

課題研究ポスターの掲示

校舎内生徒の通用口に 科の課題研究ポスターを掲示し，全校生徒が成果を共有できるように

している。

指定校として学外にも成果普及を目的とした発信を行った。

①高校生リサーチプラン研修会

探究活動においてリサーチプランの立案・作成はとても重要であり，本校ではこれを重視した課

題研究の指導方法の開発を行っている。その成果を普及・発信するために「リサーチプラン研修

会」を企画した。今年度は兵庫県咲いテク委員会「五国 連携プログラム」として実施し，県

内から２校の参加があった。

②開発した教材等の普及

「高校生リサーチプラン研修会」での本校使用教材の配布を行った。また，「全国理数科教育研

究大会」で「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で使用した教材の一部を公開した。来年度開講予定の普通科「理数

探究基礎」での 科開発教材の使用に合わせてホームページで順次公開していく。

○実施による成果とその評価

高大接続（大学への進学実績）

指定により課題研究が活性化したことを受け，推薦入試や面接試験を課す受験型を希望する

生徒が増加し，本年度も 科生徒９名が推薦入試を利用した。この実績により，本校の学習プ

ログラムは新しい入試制度へ対応されているものであると評価した。

外部発表会・科学オリンピック等での実績

主対象である自然科学系部活動および 科の生徒は今年度も多数，外部発表会および科学オリ

ンピック等へ参加し表彰を受けることができた。このように外部団体から客観的に評価を受ける

ことで，本校の取組が着実に成果をあげていることが検証できている。

○実施上の課題と今後の取組

複数の教科の連携や，理系教員以外の発表会の審査や生徒引率等，教員の意識改善が徐々に進ん

でいる。また，総合学習推進委員会に 担当者が加わり組織的な推進も進みつつある。しかし

ながら，相変わらず一部の職員の負担感が大きく，業務改善に取り組む必要性が残されたままで

ある。来年度はⅡ期目の申請に向けた委員会を設置し，今後の課題となる学校の組織的推進体制

の強化と 事業の効率化を図ることになる。学校ホームページの充実および組織的な推進体制

については，Ⅱ期目の申請に向けて早急に取り組む必要があると考えている。

⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて，開発課題としてできなかったことと新たにでき

たことは以下の通りである。

実施できなかったこと

・シアトルへの海外研修

・全校生希望者を対象とした宿泊を伴うサイエンスキャンプ

・生徒と小中学生との対面による科学交流（ただし，３月末に実施を予定している）

新たにできたこと

・ 科２年生の科学研修旅行（東京大学・産総研つくば・ つくば・国立科学博物館等）

・兵庫県立大学と連携したフィールド実習

・普通科「総合的な探究の時間」における探究的活動のオンラインの活用

・校外の会場を使用した課題研究発表会



13 

 

第２章 研究開発の成果と課題  

 

兵庫県立宝塚北高等学校 指定第 1期目 01～05 

 

❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 ① 研究開発の成果  

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

（1）大学や研究機関等との主体的な取組 

本校は兵庫県阪神地区に位置しており，近辺には大学や博物館等が多数存在している。そのメ
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   →第４章関係資料 資料３ 生徒の外部発表一覧 

（2）企業との主体的な取組 
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（4）学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 
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・ 科２年生の科学研修旅行（東京大学・産総研つくば・ つくば・国立科学博物館等）

・兵庫県立大学と連携したフィールド実習

・普通科「総合的な探究の時間」における探究的活動のオンラインの活用

・校外の会場を使用した課題研究発表会



４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成

（ ）メンター制

「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」や自然科学系部活動においてメンター制が機能した。

今年度はコロナ禍にも関わらず， 名の卒業生がメンターとして「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に参加した。

在校生のアンケートでも，卒業後はメンターとして後輩の指導に関わりたいとする回答が ％

に及んでおり，本校のメンター制は良い方向に機能していることが検証できた。

（ ）小中学生のための自由研究オンライン相談会

昨年度に引き続き実施した。今年度は， 名の申込があった。本校の特色ある取組として今後

も定着させていきたい。

（ ）アゴラ

学外の研究者と膝を交えて，科学について語り合う場として設定していたが，コロナ禍で 年

間中断していた。今年度，大阪大学教授を講師として３年ぶりに開催できた。

校内の 広報誌「 通信」で告示した結果， 名の参加者が得られた。参加者のアンケー

トやアゴラでの様子を観察した結果，非常に効果が高いと検証できた。来年度は，年に数回の

開催を行いたい。

５ 科での取組を活用した授業改善

（ ）普通科「総合的な探究の時間」への応用

科の課題研究の手法を普通科へ広げることができた。理数系教員に偏ることなく，幅広い教

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組

（ ）シアトル研修の代替

世界的企業であるボーイング社社員とのオンライン交流は，生徒にとって世界で活躍すること

を視野に入れた将来のキャリアを考える上で大きな意味をもつことが検証できた。ワシントン

大学教授が本校を訪問し，対面での講義ができたことも大きな成果である。

（ ） 科授業での取組

今年度も英語科との連携が進み， 科の１年生～３年生に関係する授業を実施することができ

た。特に，世界で活躍する人材育成をより推進するために英語によるディベートに力を入れて

いる。その成果は，英語のディベートコンテストへの参加や課題研究の英語での発表，五国

連携プログラム「 」への参加等で検証できている。

（ ）国際理解教育委員会

本校の国際理解教育委員会とも連携が進み，次のような多彩なプログラムを設定できた。学校

の体制が進んできたという面でも成果が上がったと考えている。

①大阪大学留学生授業見学・交流会

留学生の課題研究の見学や自然科学系部活動の見学での対話，留学生のプレゼンテーションで

の協議等，すべて英語で行った。

②曙光女中（台湾）とのオンライン交流会

年３回の実施で，相互に打ち解けあうことができ，効果が高い。台湾の高校生の英語のレベル

の高さを知る良い機会となっていて， 科生徒にとって良い刺激となっている。

③マラヤ大学（マレーシア）とのオンライン交流会

マラヤ大学生を相手に課題研究について英語でプレゼンテーションを行った。シアトル研修で

想定する米国の大学だけでなく，アジアの大学を知る良い機会であり，本交流会は高い成果を

上げている。

④外務省「高校講座」

外務省職員の出張講座であり，進路を考える良い機会となった。

⑤ 関西訪問

海外で活躍する日本人（特に女性を依頼している）の講演を聴くことで，国際貢献を考える良

い機会となっている。

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用

（ ）自然系部活動の活動

３つの自然科学系部活動の部員が 名近くになり， 指定を受けたことによる波及効果が検

証できた。特に指定１年目は１名であった新入部員が，今年度は 名であったことは大きな成

果のひとつである。多くの部員が幅広く活動し，レベルの高い研究を行っている。

今年度は，生物部の研究が第 回日本学生科学賞兵庫県コンクールでの「教育長賞」受賞を始

めとして，多数の科学コンクールで研究が評価された。

（ ）「兵庫咲いテク」事業を活用した取組

県内 指定校と教育委員会が連携した「兵庫咲いテク委員会」による科学イベント（五国

連携プログラム）を活用し 名の生徒が同プログラムに参加した。県内 指定校に行き，他

校の生徒と科学交流する意義は高い。参加者が増加していることで，効果の高さを検証できた。

本校も五国 連携プログラム「高校生のリサーチプラン研修会」を企画したが，県内の

指定校がこのように連携していることは，本校の 事業の普及の面からも大きな成果である

と考えている。
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握することが困難となっている。参加者の把握は，今後の課題と考えている。

（ ）青少年のための科学の祭典

事業成果の普及活動の一環として「青少年のための科学の祭典」に 科生徒や自然科学系

部活動生徒が参加している。小中学生（およびその保護者）を対象にした活動を通じて，科学

の社会的意義を学ぶとともに，科学の楽しさを地域の人々に伝えている。

今年度は３会場に 名の生徒（ 科・普通科）が参加し，成果を上げることができた。

（ ）その他のコンテスト

英語科から指導を受けているディベートに対する関心が高まり， 科と普通科の生徒がチーム

を作り，ディベート甲子園に参加した。

第 回ディベート甲子園 近畿・北陸地区予選 第 位

（ ）地元中学校の科学系部活動との交流

予定していた交流会がコロナ禍のため延期となった。 月末に再開する予定である。

７ 課題研究に係る取組

①テーマ設定実習

本校の特色のひとつである。生徒からの評価が極めて高く，課題研究に大きな意義があること

が検証できている。

②科学倫理の学習

科学倫理を ラーニングシステム の教材「中等教育における研究倫理」の基礎編

と実践編を自習させ，受講確認書を提出させている。学習の成果はペーパーテストで評価して

いる。

③オンラインによる課題研究の深化と効率化

事業の開発課題のひとつである，オンラインによる課題研究の深化と効率化の検証を行っ

た。今年度も成果を確認できた。

８ 成果の公表・普及

（ ）五国 連携「高校生リサーチプラン研修会」の実施

今年度は，県内 校を対象に実施した。参加者の良い方向への変容が大きいことが確認でき

た。

（ ）探究活動を深化させる教材開発

指定４年間の「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で探究活動を深化させる教材開発をほぼ完成させることができ

た。来年度から普通科で開講される「理数探究基礎」に，開発教材の一部を用いる予定である。

その使用に合わせて，本校ホームページで順次，公開していく。

（ ）教員による外部発表

第 回全国理数科教育研究大会（和歌山大会）において，前項（ ）の開発教材を用いた「

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」での取組を発表した。個別に質問を受け，一定の評価を受けたと考えている。

同様に，昨年度まで本校に在籍していた教員が，学会誌「理科教育学研究」に 科で行ってき

た取組について投稿した。

（ ）先進校視察

コロナ禍のためオンラインで行ってきた先進校視察を，対面で行えた。今年度は，ノートルダ

ム清心学園 清心女子高等学校と島根県立松江南高等学校の訪問を受けた。また，鹿児島県立国

分高等学校を訪問した。さらに，県内の 指定外の高校から本校の 事業による成果を教

えてほしいとの依頼を受け，協議を行った。

科の教員が担当した。 の を活用し，発表資料の整理や作成を行わせた。

ポスター作りのノウハウを生徒・教員対象に全体研修で伝えた結果，各探究班はレベルの高い

ポスターを完成させることができ， の成果を校内に広げることができた。

来年度に開講する普通科の「理数探究基礎」に向けて，準備を進められたことが大きな成果で

ある。

（ ）演劇科「地学基礎」への応用

演劇科生徒に 科の探究活動の手法を広げることができた。本校は普通科・グローバルサイエ

ンス科（理数科）・演劇科の三科が共に学ぶ高校である。 指定を受けたことで，三科で共

通した探究活動における手法を学校全体に広げる足掛かりとして，成果があった。

６ 科学技術人材育成に関する取組

（ ）「数学・理科甲子園」に参加する取組

本校は過去６年間で２度、「科学の甲子園」に出場している。その予選として兵庫県で行われ

ている「数学・理科甲子園」に毎年参加している。単に大会に参加するだけでなく，これを絶

好の学びの場として捉え，「 Ⅰ」と連携し，参加チームだけでなく 科生徒全体で深い学び

が得られるように教材開発した。

保護者からも，参観するだけでなく競技に参加したいとの声が多数あり，授業そのものの評価

も高かった。本校 事業の大きな成果のひとつとして考えている。

（ ）五国 連携プログラム（サイエンスフェア 兵庫）

「兵庫咲いテク委員会」主催の 校を中心とした県内最大の科学イベントである。今年度は，

コロナ禍の影響で 科と普通科合わせて 名しか参加できなかった。

校の生徒は運営スタッフとして参加することになっており，その面からも生徒に良い影響

を与えるイベントとなっている。「 Ⅰ」で実施している「探究 」の仕上げの場としても

位置付けている。生徒のアンケートからも， 指定校としてのメリットを感じていることが

分かり，成果があったと考えている。

（ ）国際科学技術コンテスト（科学系オリンピック）への取組

事業として，力をいれている取組である。 科・普通科を問わず多数，参加している。

今年度は， 科の２年生が日本情報オリンピック（女性部門）で金賞（全国 位）を獲得し，

月に開催予定のヨーロッパ大会の日本代表選手候補に選出された。

しかしながら，科学オリンピックの 申込と 開催が進んできたため，参加者の実数を把
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第第３３章章 実実施施報報告告書書

Ⅰ. 研究開発の経緯

本校は昭和 年に宝塚市内の４番目の公立高校として，普通科と全国公立高校初の演劇科の２科で

開校した。翌年，普通科のうち１クラスを理数コースとし，平成 年度から国際的視野に立つ人材を

育成するために理数コースをグローバルサイエンスコースに改編し，さらに平成 年度入学生から，

理数科であるグローバルサイエンス科（以下 科）に改編し全県学区として広範囲から理数系に興味

関心を持つ生徒を募集した。また，平成 年度入学生から普通科の通学区域が拡大し，宝塚市だけで

なく，他の阪神地域と丹有地域からも通学できるようになった。

本校は，歴史は浅いながらも進学実績を積み上げてきた。しかしながら変化の激しいこれからの社会

で，新しい価値を創出し，社会を牽引する科学技術系人材として活躍していくためには，主体的かつ協

働的な探究活動を通じて「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」「見通す力」「挑戦する力」の５つの力

を身につけていかなければならないと仮説を立てた。大きな期待をもって入学してきた生徒に対して，

将来，新しい価値を創出し，社会を牽引する科学技術系人材として，育成するためにも の申請を行

い，令和元年度から 指定を受けることができた。

Ⅱ．研究開発課題

（ ）研究開発課題

〇研究開発課題名

「新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカリキュラムと評価法の開発」

〇概要

主体的・対話的・協働的な活動を通じて，「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」「見通す力」「挑

戦する力」の５つの力を獲得し，社会の劇的な変化にも対応し新たな価値を創出するリーダーを育成

するための，教科横断的な課題研究を中心としたカリキュラムの開発を行う。さらに，生徒の探究活

動を客観的に評価する評価法を開発する。

〇実施規模

今年度の研究開発の実施規模は，グローバルサイエンス科（以下 科） 名，自然科学系部活動（約

名），普通科・演劇科希望生徒（約 名）とする。

（ ）研究開発の内容

「新しい価値を創出し，社会を牽引できる科学技術系人材」に求められる能力のうち「気づく力」「繋

ぐ力」「伝える力」「見通す力」「挑戦する力」の基本的な５つの力の育成に重点を置き，その実現

のために本年度は次の取り組みを行う。

本年度の研究開発課題（令和４年度事業計画）

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用

４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成

５ 科での取組を活用した授業改善

６ 科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法

７ 課題研究に係る取組

８ 成果の公表・普及

９ 事業の評価

校内における の組織的推進体制

Ⅲ 本年度の取組

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善

９ 事業の評価

）スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価に対する改善

令和３年度に受けた中間評価で指摘された項目について，改善を行っている。

（ ）教職員による評価

科中心で事業を進めてきたため，全職員の評価が必ずしも高いものではない。このことは

期目へ向けての課題となっている。

（ ）大学進学への効果

指定を受けて，推薦入試の活用が 科生徒に広まりつつある。また，医学部医学科への

進学者も 科から毎年出るようになり， の学力への波及効果も確認できた。

校内における の組織的推進体制

中間評価の指摘を踏まえ， 運営指導委員の見直しを進めている。

② 研究開発の課題

指定４年間を終え，「本章 研究開発の成果と課題 ①研究開発の成果」で検証した成果と，各課

題の進捗状況を総合的に判断し、本校の 事業における研究開発は指定４年間の取組により着実

に成果を上げることができたと判断している。 科の課題研究や自然科学系部活動の取組が順調

に進んだことは，外部発表件数の多さや受賞歴で客観的にも検証された。しかし，第２期の申請に

向けて解決すべき課題は残されている。

次年度の研究開発課題

①学校全体で取り組む を実現するための全校体制

１期目は 科と自然科学系部活動の探究的活動を充実させるための科目開発にフォーカスした

取組であった。そのため，理数系教員以外の への関りが薄く，学校全体で科学教育の向上に

臨むという共通理解が進まなかった。また，一部の教員の負担感も大きいものがあった。２期目

に向けて，より多くの教員が携わる新体制の構築を検討していく。

②探究活動の評価

科の学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」において，ほぼ評価法が確立できた。その背景には 科

生徒が５つの力を理解したことで，教員と生徒が共通した目標を持てたことにある。来年度から

普通科で始まる「理数探究基礎」に， 科で開発した評価法を応用していくことになるが，「理

数探究基礎」に係る委員会等を組織して，評価法を整備していく必要がある。また， を利用

してルーブリックの回収を行っているが，さらに生徒に還元していくためにポートフォリオの取

組を推進する必要があると考えている。

③学校運営に対する評価

中間評価で指摘された，教育系の専門家を 運営指導委員に設置する必要がある。現在，その

人選を管理機関と連携して進めている。

④ 事業の成果発信

中間評価で指摘された，本校ホームページを活用した 事業の成果（開発教材・公開講座・研

修会等）の発信を充実させる必要がある。本校生の保護者だけでなく，広く学区内の方々に本校

の取組を発信するために，早急に取り組むべき課題と位置付けている。
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した。和蝋燭が燃焼する際の「芯切り」の作業を解消するための探究活動を行っている。

②「新明和工業株式会社」との連携

２年生の課題研究班が模型飛行機の翼の形状が飛行に与える影響を研究している。新明和工業株

式会社から１名の方が本校 運営指導委員として来て頂いていることから，同社を生徒が訪問し，

企業の技術者から講義を受け，さらに研究に関しての助言を得ることができた。

③「株式会社リバネス」

ジャイロカーを研究している２年生の課題研究班がリバネス主催「ロールス・ロイス サイエン

スキャンプ 」に参加した。

大学主催の高校生向け科学プログラムに関する取組

今年度も大学主催の科学プログラムに６名の参加があ

った。京都大学連携プログラムでは「電離真空計の内部

構造を利用したプラズマの生成」に関するプログラムに

取り組み，その成果を「プラズマ・核融合学会 高校生

シンポジウム」で発表した。また，大阪大 プログ

ラム実感コースに参加している生徒が「大阪大学

カフェ」でその成果を発表した。

（ から転載）

学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

①「 Ⅰ」の今年度の実施内容 （対象： 科 年生）週休日に実施

時期 内容 連携先， 等

月 オリエンテーション 

プレゼン実習「小中学校で行った自由研究」

校外学習「兵庫県立人と自然の博物館を知る」 

講義「論文講読および検索方法」 
県立人と自然の博物館 

ラボノートの書き方および講義「スライド作成」 

プレゼンテーション実習「科学の本の紹介」

月 探究基礎実習「紙コップの不思議」 京都教育大学 大阪人間科学大学 卒業生

月 課題研究発表会参加 科 年生の発表会に参加

月 フィールド実習「丹波地方の古環境」※ 県立人と自然の博物館 

月 探究基礎実習「地震波から探る」 卒業生

探究基礎実習「 Ⅰ甲子園」 卒業生・ 科 年生

月 探究基礎実習「 を科学する」 卒業生

探究基礎実習「スケーリングの科学」 卒業生

課題研究中間報告会参加 科 年生の発表会に参加

探究基礎実習「発酵の科学」 卒業生

月 探究基礎実習「データロガー実習」

特別講義「核科学」※ 京都大学

特別講義「再生可能エネルギー」

特別講義「身近な金属元素」
大阪大学

探究基礎実習「ファラデー定数を求める」 大阪大学（大学教員および学生）

探究基礎実習「ミニ探究 」

月 プレゼンテーション実習「ミニ探究 」 大阪大学

経緯・仮説

本校は 指定前まで 科では大学や博物館などとの連携において，一定の成果を上げてきた。

令和元年に 指定を受けたことで各連携機関とのプログラムの教育効果を高めるため 科に学校

設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を設置し，課題研究と 科の校外学習等との連携を強化することとした。

科で展開している学校設定科目

１年生の「 Ⅰ」では課題研究を進める上で特に必要であると考えている５つの力（気づく力，繋

ぐ力，伝える力，見通す力，挑戦する力）の育成を目標としている。外部の研究機関と連携した多様

な科学体験を経験することで視野が広がり、１年生の間に主体的に課題研究のテーマを決めることが

可能となり、高校３年間を見据えた探究的活動が行えると仮説を立てている。また，生徒が主体的に

連携先の研究者や大学院生らとつながりを持つことで科学者としてのコミュニケーション能力の伸

長が期待される。「 Ⅰ」の一部はオープン講座とすることで他科生徒の参加を促進することで学校

全体に 事業の効果を波及させていくことにも繋がる。

２年生の「 Ⅱ」では，教科融合型の授業を通して探究活動に必要な力を育成し課題研究を行う。

「 Ⅱ」は， 特例を活かした「理数化学・理数生物・情報の科学・課題研究」との融合科目であ

り，前半は課題研究に必要な基礎知識や考え方等を身につけるため化学・生物・情報科学にフォーカ

スした教科・科目横断型授業に重点を置き，課題研究の進捗に合わせて課題研究活動の比率を高める

という可塑的な運用を行う。特に課題研究のリサーチプランを重視することで主体的・対話的・協働

的に課題解決していくために必要な５つの力が高まると仮説を立てている。

３年生の「 Ⅲ」では課題研究の完成をめざし，論文の執筆と英語のポスター作成などを行う。ま

た，３年間のまとめとして課題研究発表会と論文発表を行うが，外部の研究者による助言や議論を通

して研究者として必要な５つの力を高いレベルで身に着けることができると期待される。

内容

大学や研究機関、企業等との主体的な取組

①大阪大学との連携

・学校設定科目「 Ⅰ」

探究基礎実習，プレゼンテーション実習，特別講義「再生可能エネルギー」・「金属元素」

②京都大学との連携

・学校設定科目「 Ⅰ」

特別講義「核科学」

・課題研究班 プラズマ・核融合学会「高校生シンポジウム」

③兵庫県立人と自然の博物館との連携

・学校設定科目「 Ⅰ」探究基礎実習，フィールド実習

・学校設定科目「 Ⅱ」課題研究中間報告会，課題研究中間発表会

・学校設定科目「 Ⅲ」課題研究発表会

④京都教育大学との連携

・学校設定科目「 Ⅰ」探究基礎実習

⑤その他，神戸大学，兵庫県立大学，関西学院大学，甲南大学等と連携し，課題研究において指導や

助言を受けたり，連携機関に生徒が出向き研究者から直接指導助言を受けたりしている。

企業との主体的な取組

①「松本商店」との連携

２年生の課題研究班が「和蝋燭」に関する探究活動の取組を兵庫県西宮市内の「松本商店」と開始
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本教材に対する生徒の意見 本教材は生徒にとって満足できる教材であったことが検証できた。

つの力を評価項目としルーブリックを作成している。 指定 年目を迎え，生徒には「 科 つ

の力」として定着している。このように，教員と生徒で評価項目を共有することで，何が達成できて何

が達成できなかったかが明確になり，深い学びが得られる授業のデザインが行いやすくなる。

授業デザイン

生生徒徒のの活活動動

教師の指示

ルーブリック提示

「５つの力」に対する 科３年生の意識 ５つの力が 科生徒に定着してきたことが分かる

・ つの力の重要性を理解し，伸ばすことができた

・ 科の授業は「 科 つの力」を重視したプログラムになっていたため重点的にこれらの力を育てることが

できた

・ つの力の重要性が入った授業を受けることで，その視点を意識して課題研究を進めることができた

・授業を通じて つの力の重要性を実感し，能力の向上を感じた

「 科５つの力」を指導し評価するために本教材で提示したルーブリック 各項目に対して生徒が自己評価を行う

評価項目 評価の観点

気づく力 観察した現象に対しての気づきがあるか

繋ぐ力 他人と協働して活動できたか

伝える力 発酵に適した条件について自分の考えを述べて班員と協議できたか

見通す力 制限時間を見通して活動できたか

挑戦する力 酵母や発酵について深く調べてみようと考えたか

提示したルーブリックにより生徒に自己評価を行わせる。前年度までの本校 運営指導委員との

協議で出た提案を採用し，そのように自己評価した理由を必ず書かせるようにしている。自己評価は，

を活用し回収しているので に落とし込むことが容易である。生徒の自己評価は授業

担当者で共有し各学期の生徒評価に使用している。前年度までの検証で，教員の評価と生徒の自己評

価の乖離が 指定後の問題点として挙げられていたが， を活用した自己評価やアンケー

トにより，紙ベースで行っていた 指定直後に比べて「見える化」が飛躍的に進み，生徒の自己評

価と教員の評価がかなり一致するようになってきた（自分が予想していた評価よりも低い評価であっ

教師は事前に授業の流れを簡単に説明し，評価項目（ルーブリック）を提示することが望ましい

生徒自身で仮説を立て，対照実験を考え，次第に発酵の最適条件に気づいていくことで深い学びが得られる

予備実験

実験方法の

協議

仮説

実験

考察

砂糖水と酵母を用

いて５分間で多く

の気体を集める
成果（競技）

上位チーム

のプレゼン

卒業生（ ）

の講話と教師

の解説

チーム内で

の省察

自己評価

「サイエンスフェア 兵庫」参加 県内 校他の科学交流・発表会

月 課題研究テーマ設定実習 卒業生

月 校外学習

「 関西・県立人と防災未来センター」

講義「都市の防災を考える」

関西，県立人と防災未来センター，兵庫県立大学

大学院減災復興政策研究科

課題研究中間発表会参加 科 年生の発表会に参加

校外学習「京都大学複合原子力科学研究所」 京都大学

※全校生を対象としたオープン講座（各回とも普通科生徒 ～ 名の参加あり）

科１年生を対象としている「 Ⅰ」は， 年次から始まる課題研究「 Ⅱ」の準備学習期間である。

科学的探究心，論理的思考力，判断力，表現力を育成することにポイントを置いているため，未修分野

や教科の枠組みにとらわれない分野に協働して取り組ませている。また，深い学びに繋げるために生徒

のモチベーションを高める“仕掛け”を工夫している。

仕掛け 教材例

競技性のあるプログラム 「発酵の科学」・「 Ⅰ甲子園（科学の甲子園を模した教材）」

答えのない課題に挑むプログラム 「地震波から探る」

各プログラムでの教師の指示を簡素化することで，生徒が自ら考えて実験や実習に取り組むようにな

ることが前年度までに検証されている。さらに各プログラムはグループワークとし，活動の最後には必

ずプレゼンテーションを行わせている。

「 Ⅰ」により，２年生から始まる課題研究に対する取組が 指定前より格段によくなり，自主的

に探究活動が進められるようになった。

②本校開発教材「発酵の科学」を用いたルーブリックによる指導と評価の一体化に関する事例報告

指導と評価の一体化に関する事例として，開発教材「発酵の科学」を取り挙げる。この教材は，酵母

を用いたショ糖の分解で発生する気体をより多く捕集することを目的とすることで発酵の最適条件を

探究するプログラムである。競技性を持たせることで，能動的に学力の３要素「基礎的な知識・技能」

「思考力・判断力・表現力等の能力」「主体性・多様性・協働性（主体的に学習に取り組む態度）」が

習得できるように開発を行った。

観点別評価（学力の３要素）と本教材の繋がり

基礎的な知識・技能
・実験器具等の扱いによる技能の習得

・反応式等を用いた教員の説明による基礎知識の習得

思考力・判断力・表現力等の能力

・未習分野（ 科１年生は生物分野は未習）を扱うことによる思考力の育成

・競技性を持たせることによる判断力の育成

・プレゼンを行うことによる表現力の育成

主体性・多様性・協働性
・教師は簡素な指示にとどめることで主体性を育成する

・協働的な活動により多様性や協働性の育成

教師の指導と評価を一体化させることが極めて重要であることは前年度までの本校の取組で検証し

ている。本授業に限らず，授業開始時に評価項目（ルーブリック）を提示し，生徒に達成目標と評価の

観点を明確にすることが望ましいと考えている。

本教材における「 科 つの力」および「観点別評価（学力の 要素）」に対する自己評価

授業毎の自己評価を授業改善と生徒の個別評価に用いている。次年度は自己評価をポートフォリオの作成に繋げたい。
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ワシントン大学教授による授業

２学期 月 課題研究中間報告会（大学・博物館との連携）

月 神戸臨床研究情報センターおよび国際くらしの医療館研修

３学期 月 サイエンスフェア 兵庫（兵庫咲いテク事業）

月 シスメックス株式会社研修

課題研究中間発表会（大学との連携）

※コロナ禍のため中止となったシアトル研修の代替プログラムとして東京方面への科学研修旅行を行った

科学研修旅行行程

月 日 東京大学駒場キャンパス

「天体シミュレーションにかかる宇宙理論」東京大学大学院総合文化研究科 准教授 諏訪 雄大

月 日 産業総合研究所つくば

「ゲノム編集について」産業技術総合研究所生物プロセス研究部門 主任研究員 菅野茂夫

「日本列島山国誕生のなぞとき」地質情報研究部門 高橋 雅紀

生物プロセス研究部門 植物機能制御研究グループ研究室見学 サイエンススクエア見学

つくば 館内施設見学

月 日 国立科学博物館 自主研修

科学研修旅行は生徒にとってはコロナ禍で種々の活動の制限が余儀なくされてきた中，高校入学

後，初めての宿泊を伴う行事であった。東京大学は， 科の生徒が進学希望をもっている大学のひと

つでもあり，教員と対面で深く対話ができたことは大きな収穫であった。アンケートより 研究者と

しての自分の将来の姿を見通していることも検証できた。

東京大学で講師と講義内容について講師と議論する 産総研生物研究室で女性の研究者と交流する女子生徒

（生徒の感想）

「研究室見学が私の中では最も楽しかった。遺伝子操作をした植物を見せてもらい最先端の科学に触れることが

できた。遺伝子を操作すると植物の細胞の密度を変えることができ実際触ってみてもその違いがはっきり分かる

ものだった。将来、こんな研究室で遺伝子やゲノムを操作して実験してみたいと思った。」（女子生徒）

④「 Ⅱ」課題研究中間報告会

日 時 月 日（火） ： ～ ：

内 容 発表・協議

助言者 京都大学大学院 馬場正昭 名誉教授

兵庫県立大学（県立人と自然の博物館 主任研究員）高橋鉄美 教授

甲南大学大学院 山本常夏 教授

課題研究中間報告会は，課題研究の後半期を迎える時期に行っている。本校では 年生の 月に課

題研究発表会をもつため，授業として行う課題研究は ヶ月後には終了となる。そこで，この中間報

告会では研究の後半期を見据えてリサーチプランの再修正に重点を置いて指導している。助言者は，

毎年，本校 科生徒の課題研究発表会に来ていただいているので例年の研究内容と比較しながらア

ドバイスができる体制になっている。

たとする回答は ％）。

しかしながら，今年度は事前のルーブリック提示ができなかった授業もあるため，何を達成すべき

かが，不透明となった授業もある。生徒の感想より，改めて事前の評価基準の提示が大切なことであ

ることが分かった。総括すると本校で開発を進めてきた「５つの力」を明示したルーブリックが探究

活動を主とする科目の評価に有効であることが検証できた。

事前のルーブリック提示をしなかった授業での生徒の感想

・いつも通りやるべきことは行ったと感じていましたが評価が良くなかった。どこが力不足だったか知りたい

・評価基準などが不明だった

・（今回は）どこで評価をされているのかがよくわからなかった

今年度 科 年生の「 Ⅰ」の評価に対する回答

妥当な評価であり、あらかじめ予想できた評価である ％

妥当な評価であるが、評価基準をあまり理解できなかった ％

予想とは異なる評価であり、評価基準もあまり理解できなかった ％

「 Ⅰ」および「 Ⅱ」の通知表での成績（評価）と自己評価との差異に関するアンケートでは，

「 Ⅰ」については，評価規準がよく分かり成績も予想通りであるとする回答が ％であったのに

対し，「 Ⅱ」では ％であった。 年生は 科の学校設定科目の評価規準の理解が進んでおり，

学習の到達度（評価）における教員の評価と生徒自身の自己評価の差が少なくなっており，評価方法

について，かなり進められたと考えている。次年度から，普通科において「理数探究基礎」が開講さ

れるので，探究的活動の評価法の開発をさらに進めていきたい。

また， 科の学校設定科目において，授業改善を目的として保護者から評価を受ける取組を行って

いる。今年度は「 Ⅰオリンピック」と「探究 （大阪大学で開催のプレゼン実習）」の 回実施

した。その際のアンケート結果を次に示す。

「 Ⅰ甲子園」（科学の甲子園を模した教材）に対する回答 「探究 」で伸長したと感じる５つの力

回答者 名全員が子どもの科学教育に有効であると回答している 回答者 名。授業改善に使用する。

③「 Ⅱ」の今年度の指導計画

「 Ⅱ」年間計画（対象： 科２年生 火曜日２限～６限に実施）

時限 １学期 ２学期前期 ２学期後期 ３学期

２
化学分野

化学分野
生物分野

課題研究

３
生物分野

４ 課題研究

課題研究５
情報分野 情報分野・課題研究

６

主な取組と主要な連携機関

学期 月 リサーチプラン提出

月 課題研究発表会の視聴（大学・博物館との連携）

月 科学研修旅行※

シアトル研修代替プログラム（ボーイング社社員との交流）
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内 容 発表・協議

助言者 京都大学大学院 馬場正昭 名誉教授

兵庫県立大学（県立人と自然の博物館 主任研究員）高橋鉄美 教授

甲南大学大学院 山本常夏 教授

課題研究中間報告会は，課題研究の後半期を迎える時期に行っている。本校では 年生の 月に課

題研究発表会をもつため，授業として行う課題研究は ヶ月後には終了となる。そこで，この中間報
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たとする回答は ％）。
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③「 Ⅱ」の今年度の指導計画

「 Ⅱ」年間計画（対象： 科２年生 火曜日２限～６限に実施）

時限 １学期 ２学期前期 ２学期後期 ３学期

２
化学分野

化学分野
生物分野

課題研究

３
生物分野

４ 課題研究

課題研究５
情報分野 情報分野・課題研究

６

主な取組と主要な連携機関

学期 月 リサーチプラン提出

月 課題研究発表会の視聴（大学・博物館との連携）

月 科学研修旅行※

シアトル研修代替プログラム（ボーイング社社員との交流）



課題研究発表会までの「 Ⅲ」における評価のフロー

「 Ⅰ」「 Ⅱ」で既に生徒は「５つの力」と評価基準の関連を熟知している

保護者から評価を受ける

今年度については，「 Ⅲ」（課題研究）の評価法は，改善が進んだと考えている。評価基準を明

確化し，生徒と教員で達成度を共有しながら指導を進められたと捉えている。次年度の普通科の科目

「総合的な探究の時間」および「理数探究基礎」に，このフローを適用し生徒が何を達成すべきかが

見えるようにしていきたい。

「 Ⅲ」の前段階である「 Ⅱ」

の回答：自分の予想通りの評価で

あった ％

仮説

評価フローにより探究活動に対する評価における教員と生徒の“ずれ”を少なくすることが可能となる

生徒は「 科５つの力」と評価ポ

イントの関連を理解

毎時間の指導が評価につ

ながっていく

次年度以後への課題

毎時間ごとにシステマティック

に評価できないか

を活用した評価者の評価コメン

トおよび生徒間評価の共有

「 科５つの力」に関する自己評価 次年度以後への課題

効果的なポートフォリオ

の作成

検証（生徒アンケート）

課題研究の評価に関して

予想と評価が合っている ％

予想と評価がほぼ合っている ％

４月

課題研究の評価ポイントの提示

４～５月

発表スライドやポスター作

成、英語発表の練習

６月

多様な評価者を多数

設定した発表会

アンケートの回答から，生徒はリサーチプランの重要性を把握していることが検証できた。また， ％の生徒

が卒業後にメンターとして後輩の指導に携わりたいと希望しており，メンター制の成果が検証できた。

⑤「 Ⅲ」の今年度の指導計画

時期 主要な取組

学期 ・論文査読（大学・博物館等との連携）

・課題研究の継続

・英語科教員による研究要旨の英語スピーチの指導

・課題研究発表会（大学・博物館との連携）

・課題研究英語スピーチの評価

学期 ・論文の完成（外部コンクールや学会誌等への応募）

・理科教員と英語科教員と による科学英語の授業

内容：プレゼンテーション（ ），物理実験・化学実験・生物実験

学校設定科目「 Ⅲ」は６月に発表会を行う課題研究の仕上げの場でもある。課題研究については７

つの成果物（ポスターセッション・スライドによる口頭発表・ポスターそのもの・スライドそのもの・

英語による要旨のスピーチ・和文要旨・ラボノート）を評価し，多様かつ多数の評価者を設定した。年

度当初に評価項目を提示し，教員はそれに基づいた指導を行った。

課題研究発表会における多様かつ多数の審査員

ステージ発表審査 班

※ 運営指導委員

大阪大学理学研究科 教授 久保 孝史※

兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員 高橋 鉄美※

神戸女子大学教職支援センター 宮垣 覚

大阪教育大学 特命研究員 向井 大喜

ポスターセッション審査 班

※ 運営指導委員

京都大学理学研究科 名誉教授 馬場 正昭

兵庫県立大学減災復興政策研究科 教授 馬場美智子※

関西学院大学工学部 教授 山本 倫也※

兵庫県立人と自然の博物館 研究員 鈴木 武

兵庫県立人と自然の博物館 研究員 中濵 直之

ポスターセッション審査 班 本校教員（理数系教員に偏らないように配置）

理数系２名・英語科１名・芸術科１名

ポスターセッション審査 班 本校卒業生７名（メンター制）

ポスターセッション審査 班 保護者 科２年生保護者２名・ 科１年生保護者３名

ステージでの英語発表 卒業生と熱心にディスカッションする
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ミュニケーションを取ることを意識させた。

・ （個人でのプレゼンテーション）

今後取り組む課題研究でも応用しやすい題材である。ペアを作り、相手にプレゼントをするならど

んなものにするのかをテーマとして設定した。①共感、②問題定義、③アイデア創出、④試作、⑤

テストの５つの段階を踏む。①⑤では相手のニーズやフィードバックを引き出すインタラクション

の力が必要となる。

【事後評価】

・ （個人でのプレゼンテーション）

どの国について調べるかは概ね自由に決めさせたこともあり，関心を持って取り組む生徒が多かっ

た。英語での資料集めに手こずる生徒もおり，今後も継続して取り組む必要性を感じた。

・ （ディベート）

初めはコミュニケーションがややぎこちないチームも見受けられたが，学期最後の試合では建設的

なディベートができた。参考文献を引用しながら意見したり，発言できていない生徒を気遣ったり，

英語力以外の部分でも成長が多く見られた。生徒からも、このような活動に取り組みたいとの声が

上がった。

・ （個人でのプレゼンテーション）

多くの生徒が独創的な発想を披露した。 の授業内でスクリプトを考えずにリプロダクションや

スピーチに取り組んでいるからか，予め話すだけ決めて、細やかなスクリプトを決めずにプレゼン

テーションを行う生徒もおり，１学期からの成長を感じた。

②学校設定科目「 Ⅲ」による取り組み（対象： 科３年生）

年間計画 理科教員１名・英語科教員２名・ ２名で担当する（２単位：月曜日５，６限実施）

学期 内容

１学期 ・課題研究発表のアブストラクトの英語による発表

・課題研究要旨についての英語によるスピーチテスト

２学期 ・ による科学英語の授業（オールイングリッシュ）

① プレゼン実習※

②異なる方法による重力加速度の決定と討議（英語による物理実験）

③バナナの 抽出実験（英語による生物実験）

④飲料水の電気伝導度（英語による化学実験）

※ プレゼン実習については，前年度の班単位での発表から個人発表に改善した

評価を次のように改善した。評価は英語科教員と が協働して行っている。

⑤「 Ⅲ」における論文査読

大学進学後の論文投稿の疑似体験と論文作成のモチベーション向上を目的としている。今年度の査読

者は，大学教授 名・博物館研究員 名・大学講師 名・東京大学大学院生 名（本校卒業生）。

また，研究活動（論文の執筆）を行うにあたって先行研究の講読を強く指導している。

論文１件あたりの参考文献数 

２年度 科３年生 ３年度 科３年生 ４年度 科３年生

本 本 本

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組

今年度の 科の取組

シアトル研修の代替プログラム

本校では 科２年生でシアトル研修を７月に約２週間実施している。しかし，コロナ禍のため本年

度も中止せざるを得なかった。そのため，現地で予定していた研修の一部をオンラインで行った。

①ボーイング社社員とのオンライン交流

シアトル研修で訪問するボーイング社の社員と を使って講義や交流会を行った。

参加者 科 年生 名

目 的 国際的な企業の活動を知り，社員の方がどのように社会貢献されているか学ぶ

講 師 ボーイング社： 氏（ボーイング機燃料システム技術者）

代表： 氏（単葉レシプロ機で単独世界一周を達成）

②ワシントン大学講義

ワシントン大学佐々木富和教授が宝塚北高校に来校し，英語による有機化学の講義および実習を行っ

た。

科の授業での取組

科学に関する英語教育を英語科と理数系の教員が連携して行うことで，国際性を意識した研究活動が

行えると仮説を立てている。

①英語「 」３単位における取組（対象： 科１年生）

３単位中１単位を とのティームティーチングで行っている。活動の発表の時期などは１単位以上

をティームティーチングで行うこともある。学期ごとにテーマを変えてプレゼンテーションやディベ

ートを行っている。これらの活動を通じて，スピーキング力だけでなく、論理的思考力や物事を多角

的に捉える力の伸長を目指している。

【今年度の取組と目的】

・ （個人でのプレゼンテーション）

世界の国々の抱える問題と様々な取り組みに目を向けることを目的とした。各国の の取り組み

についてプレゼンテーションさせた。既に科学的な内容に関心が高い生徒であり，既知の内容の発表

に偏ることのないよう， については選択可能な範囲を限定した。

・ （ディベート）

スピーキングとインタラクションの能力の伸長を目指して２学期はディベートを行った。参考文献の

取り扱いについても説明した。準備や練習試合ではチームの仲間・対戦チームと論理的かつ円滑にコ



ミュニケーションを取ることを意識させた。

・ （個人でのプレゼンテーション）

今後取り組む課題研究でも応用しやすい題材である。ペアを作り、相手にプレゼントをするならど

んなものにするのかをテーマとして設定した。①共感、②問題定義、③アイデア創出、④試作、⑤

テストの５つの段階を踏む。①⑤では相手のニーズやフィードバックを引き出すインタラクション

の力が必要となる。

【事後評価】

・ （個人でのプレゼンテーション）

どの国について調べるかは概ね自由に決めさせたこともあり，関心を持って取り組む生徒が多かっ

た。英語での資料集めに手こずる生徒もおり，今後も継続して取り組む必要性を感じた。

・ （ディベート）

初めはコミュニケーションがややぎこちないチームも見受けられたが，学期最後の試合では建設的

なディベートができた。参考文献を引用しながら意見したり，発言できていない生徒を気遣ったり，

英語力以外の部分でも成長が多く見られた。生徒からも、このような活動に取り組みたいとの声が

上がった。

・ （個人でのプレゼンテーション）

多くの生徒が独創的な発想を披露した。 の授業内でスクリプトを考えずにリプロダクションや

スピーチに取り組んでいるからか，予め話すだけ決めて、細やかなスクリプトを決めずにプレゼン

テーションを行う生徒もおり，１学期からの成長を感じた。

②学校設定科目「 Ⅲ」による取り組み（対象： 科３年生）

年間計画 理科教員１名・英語科教員２名・ ２名で担当する（２単位：月曜日５，６限実施）

学期 内容

１学期 ・課題研究発表のアブストラクトの英語による発表

・課題研究要旨についての英語によるスピーチテスト

２学期 ・ による科学英語の授業（オールイングリッシュ）

① プレゼン実習※

②異なる方法による重力加速度の決定と討議（英語による物理実験）

③バナナの 抽出実験（英語による生物実験）

④飲料水の電気伝導度（英語による化学実験）

※ プレゼン実習については，前年度の班単位での発表から個人発表に改善した

評価を次のように改善した。評価は英語科教員と が協働して行っている。

⑤「 Ⅲ」における論文査読

大学進学後の論文投稿の疑似体験と論文作成のモチベーション向上を目的としている。今年度の査読

者は，大学教授 名・博物館研究員 名・大学講師 名・東京大学大学院生 名（本校卒業生）。

また，研究活動（論文の執筆）を行うにあたって先行研究の講読を強く指導している。

論文１件あたりの参考文献数 

２年度 科３年生 ３年度 科３年生 ４年度 科３年生

本 本 本

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組

今年度の 科の取組

シアトル研修の代替プログラム

本校では 科２年生でシアトル研修を７月に約２週間実施している。しかし，コロナ禍のため本年

度も中止せざるを得なかった。そのため，現地で予定していた研修の一部をオンラインで行った。

①ボーイング社社員とのオンライン交流

シアトル研修で訪問するボーイング社の社員と を使って講義や交流会を行った。

参加者 科 年生 名

目 的 国際的な企業の活動を知り，社員の方がどのように社会貢献されているか学ぶ

講 師 ボーイング社： 氏（ボーイング機燃料システム技術者）

代表： 氏（単葉レシプロ機で単独世界一周を達成）

②ワシントン大学講義

ワシントン大学佐々木富和教授が宝塚北高校に来校し，英語による有機化学の講義および実習を行っ

た。

科の授業での取組

科学に関する英語教育を英語科と理数系の教員が連携して行うことで，国際性を意識した研究活動が

行えると仮説を立てている。

①英語「 」３単位における取組（対象： 科１年生）

３単位中１単位を とのティームティーチングで行っている。活動の発表の時期などは１単位以上

をティームティーチングで行うこともある。学期ごとにテーマを変えてプレゼンテーションやディベ

ートを行っている。これらの活動を通じて，スピーキング力だけでなく、論理的思考力や物事を多角

的に捉える力の伸長を目指している。

【今年度の取組と目的】

・ （個人でのプレゼンテーション）

世界の国々の抱える問題と様々な取り組みに目を向けることを目的とした。各国の の取り組み

についてプレゼンテーションさせた。既に科学的な内容に関心が高い生徒であり，既知の内容の発表

に偏ることのないよう， については選択可能な範囲を限定した。

・ （ディベート）

スピーキングとインタラクションの能力の伸長を目指して２学期はディベートを行った。参考文献の

取り扱いについても説明した。準備や練習試合ではチームの仲間・対戦チームと論理的かつ円滑にコ
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⑤JICA関西・兵庫県立大学・人と防災未来センター訪問 

 日時：３月３日（金）（予定） 

 対象：１年７組（グローバルサイエンス科）40名 

 内容：最初に、JICAで作業療法士としてベトナムで国際貢献活動をされた方の講義を受ける。次に， 
兵庫県立大学で教授による建築構造に関する講義を受ける。最後に，人と防災未来センターで 
館内見学をする予定である。国際的な視野を広め，グローバルサイエンス科のテーマである、 
世界で活躍する科学技術系人材を育成することを目的としている。 

(4)第 16回兵庫県高校生英語ディベートコンテスト出場 

2年男子 3名女子 2名，1年男子 1名の計 6名が，2023年 1月 29日に甲南大学で行われた第 16回兵

庫県高校生英語ディベートコンテストに出場した。今年の論題は“The Japanese government should 

abolish the mandatory retirement system.”であった。今年度は３年ぶりに対面での開催となった。 

英語ディベートは英語４技能に加え，「論理的思考能力」も必要とする総合的な英語コミュニケーシ

ョン能力向上に有効な学習手段であり，チームワークが求められる。将来，世界で活躍する科学技術系

のリーダーとしての問題解決能力，現代の様々な問題に対処する力となることを期待している。 

今回の活動を通して，出来たこと，出来なかったことに気づき，常に向上心を持ち続け，次の課題や

目的を見つけることに意義があると考えている 

 
３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

(1)自然科学系部活動の活動 

SSHを活用し研究内容を深化させることで，部員数の増加につながると仮説を立てている。 

自然科学系部活動の新入部員数（物理部・化学部・生物部の合計数）着実に新入部員数が増加している 

 R元年(指定 1年目） R2年(指定 2年目） R3年(指定 3年目） R4年(指定 4年目） 

男子 １ 10 8 19 

女子 ０ 2 5 9 

合計 １ 12 13 28 

①物理部 部員数 ３年生３名，１年生７名の計 10名（男子 7名・女子３名） 

活動内容 校内での学習会を中心に活動している 

成果   第 46回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 ポスター（パネル）発表部門 

      第 15回サイエンスフェア㏌兵庫 口頭発表 

②化学部 部員数 ３年生７名，２年生６名，１年生７名の計 20名（男子 17名・女子 3名） 

活動内容 今年度は「イチゴによるアルミニウムの溶解」と「マグネシウム二次電池の実用化に向け

たイオン拡散に関する研究」の 2つのテーマを主軸に研究を進めた。さらに，文化祭の出

展，オープンハイスクールにおける演示実験を行った。近隣中学校科学部との交流を予定

していたが，コロナ感染拡大のため中止を余儀なくされ，春休み中の実施を計画中である。 

大会名等 内容 成果 

青少年のための科学の祭典 「自分の指のレプリカを作ろう」  

日本金属学会秋期講演大会 高校生ポスターセッションに２研究が参加 優秀ポスター賞受賞 

兵庫県高等学校総合文化祭 

自然科学部門発表会 

口頭発表部門およびポスター発表部門に参加

「イチゴによるアルミの溶解」 

化学分野 優良賞 

ポスター部門 優秀賞 

日本化学会近畿支部主催  

高等学校・中学校化学研究発表会 

口頭発表会に参加し，2研究を発表した。 奨励賞 

本部の活動により以下の目標が達成できると考えている。 

目標１：身近な現象に幅広く興味関心を持ち、科学的に探究する姿勢を養う 

目標２：相手に分かりやすく伝える表現力を養う 

目標３：周囲の人と協力しながら問題解決に取り組む協調性を養う 

 部員 9名（2年生 3名・1年生 6名）にアンケートを行ったところ，7名（77.8％）の生徒が「分か

りやすく聴衆に伝える表現力」が伸びたと回答している。研究発表会に複数回参加したことを通して， 

重力加速度

抽出

電気伝導度

都市計画

「 Ⅲ」各教材に対する生徒の評価 英語による科学実験に対する生徒の評価

個別発表に改善した都市計画が高評価を得た より難易度の高い実験を望んでいることが分かった

本校の国際理解教育委員会が主催する取組

国際理解教育委員会は，校内の専門委員会の１つで，従来は姉妹校（オーストラリアのロッキングハ

ム高校、マレーシアのセタ高校）との交流事業と，PTA 英会話教室を企画・運営してきた。令和２年以

降，コロナ禍のため上記の事業ができなくなり，その代替として今年度は以下の事業を実施した。 
①大阪大学留学生授業見学・交流会

日時： ６月７日（火），７月８日（金）， 月 日（火）

対象： 授業見学…２年６組（グローバルサイエンス科），１年８組（演劇科） 計 名

交流会 … 部，グローバルサイエンス科希望者 計 名

内容：大阪大学留学生は高校の授業・部活動などを体験し，本校生は留学生のプレゼンテーション通

して各国の現状を学んだ。活動は英語で行われ，本校生は積極的に意見交換に取り組んでいた。

オンラインではなく対面で交流できたことは好評で，大きな意義があった。

②曙光女中（台湾）とのオンライン交流会

日時：５月 日（木） ３月 日（木） ３月 日（金）

対象： 部 １・２年生希望者 計 27 名

内容：５月の交流会においては，「ビジネス・エンターテインメント・政治・科学の分野で活躍する

女性」をテーマにプレゼンテーションを行った。３月は「衣服の歴史」について実施する予定

である。高校生同士ということですぐに打ち解けあい，相互理解を深めた。本校生は相手校の

生徒の英語力の高さに刺激を受け，英語学習に対するモチベーションが高まった。

③マラヤ大学（マレーシア）とのオンライン交流会

日時：１月 日（水）

対象：２年６組（グローバルサイエンス科） １名

内容：マラヤ大学の学生が作成した大学紹介動画を見た後，本校生が日本の紹介や，自らが取り組ん

でいる課題研究に関するプレゼンテーションを英語で行った。本校生はマラヤ大学の教育環境

の素晴らしさに感心し，大いに興味を持った様子であった。本校生は英語力を高く評価されて

今後の課題研究に対する自信を深め，国際科学教育の一助となった。

④外務省「高校講座」

日時： 月 日（水）

対象：２年生 名

内容：この講座は、次代を担う高校生を対象に外務省職員が講演を行い，高校生の外交政策や国際情

勢に関する関心や理解，意識の向上を図ることを目的としている。本校生にとって視野を広め，

自らの進路を考える良い機会となった。

より難易度の高い実験を行いたい

％

今回の実験が適切であった ％
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⑤JICA関西・兵庫県立大学・人と防災未来センター訪問 

 日時：３月３日（金）（予定） 

 対象：１年７組（グローバルサイエンス科）40名 

 内容：最初に、JICAで作業療法士としてベトナムで国際貢献活動をされた方の講義を受ける。次に， 
兵庫県立大学で教授による建築構造に関する講義を受ける。最後に，人と防災未来センターで 
館内見学をする予定である。国際的な視野を広め，グローバルサイエンス科のテーマである、 
世界で活躍する科学技術系人材を育成することを目的としている。 

(4)第 16回兵庫県高校生英語ディベートコンテスト出場 

2年男子 3名女子 2名，1年男子 1名の計 6名が，2023年 1月 29日に甲南大学で行われた第 16回兵

庫県高校生英語ディベートコンテストに出場した。今年の論題は“The Japanese government should 

abolish the mandatory retirement system.”であった。今年度は３年ぶりに対面での開催となった。 

英語ディベートは英語４技能に加え，「論理的思考能力」も必要とする総合的な英語コミュニケーシ

ョン能力向上に有効な学習手段であり，チームワークが求められる。将来，世界で活躍する科学技術系

のリーダーとしての問題解決能力，現代の様々な問題に対処する力となることを期待している。 

今回の活動を通して，出来たこと，出来なかったことに気づき，常に向上心を持ち続け，次の課題や

目的を見つけることに意義があると考えている 

 
３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

(1)自然科学系部活動の活動 

SSHを活用し研究内容を深化させることで，部員数の増加につながると仮説を立てている。 

自然科学系部活動の新入部員数（物理部・化学部・生物部の合計数）着実に新入部員数が増加している 

 R元年(指定 1年目） R2年(指定 2年目） R3年(指定 3年目） R4年(指定 4年目） 

男子 １ 10 8 19 

女子 ０ 2 5 9 

合計 １ 12 13 28 

①物理部 部員数 ３年生３名，１年生７名の計 10名（男子 7名・女子３名） 

活動内容 校内での学習会を中心に活動している 

成果   第 46回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 ポスター（パネル）発表部門 

      第 15回サイエンスフェア㏌兵庫 口頭発表 

②化学部 部員数 ３年生７名，２年生６名，１年生７名の計 20名（男子 17名・女子 3名） 

活動内容 今年度は「イチゴによるアルミニウムの溶解」と「マグネシウム二次電池の実用化に向け

たイオン拡散に関する研究」の 2つのテーマを主軸に研究を進めた。さらに，文化祭の出

展，オープンハイスクールにおける演示実験を行った。近隣中学校科学部との交流を予定

していたが，コロナ感染拡大のため中止を余儀なくされ，春休み中の実施を計画中である。 

大会名等 内容 成果 

青少年のための科学の祭典 「自分の指のレプリカを作ろう」  

日本金属学会秋期講演大会 高校生ポスターセッションに２研究が参加 優秀ポスター賞受賞 

兵庫県高等学校総合文化祭 

自然科学部門発表会 

口頭発表部門およびポスター発表部門に参加

「イチゴによるアルミの溶解」 

化学分野 優良賞 

ポスター部門 優秀賞 

日本化学会近畿支部主催  

高等学校・中学校化学研究発表会 

口頭発表会に参加し，2研究を発表した。 奨励賞 

本部の活動により以下の目標が達成できると考えている。 

目標１：身近な現象に幅広く興味関心を持ち、科学的に探究する姿勢を養う 

目標２：相手に分かりやすく伝える表現力を養う 

目標３：周囲の人と協力しながら問題解決に取り組む協調性を養う 

 部員 9名（2年生 3名・1年生 6名）にアンケートを行ったところ，7名（77.8％）の生徒が「分か

りやすく聴衆に伝える表現力」が伸びたと回答している。研究発表会に複数回参加したことを通して， 

重力加速度
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４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成

メンター制

科において課題研究に対して上級生が相談役やサポートを行うメンター制を導入している。これ

により５つの力が高まると期待した。アンケートにより ％の 科生徒が卒業後もメンターとして

後輩を指導したいと回答している。

小中学生のための自由研究オンライン相談会

昨年度から 事業として行っている。昨年度，本相談会のアドバイスをもとに自由研究を完成さ

せた参加者から，「参加した大会で高評価を得た」との連絡が２件あり，今年度も実施した。実施に

際し，兵庫県内の小中学校に案内ポスターを配布した。

今年度は，小学生７名，中学生７名の計 名の申込があった。自然科学系部活動の１年生と２年

生が相談役となり，小中学生を対象に夏休みの自由研究の相談会をオンラインにて実施した。

相談役となった生徒は，相談会にて参加者にアドバイスすることで，理科により興味を持つように

なった。自身の部活動での経験を生かしてアドバイスをする姿も印象的であり，事業は成果があった

と判断している。

アゴラの開催

学外の研究者と膝を交えて茶話会形式で議論する「アゴラ」（いわゆるサイエンスカフェ）を

指定 年次に実施したが， 年次からはコロナ禍のために実施できなかった。今年度， 年ぶりに実

施することができた。校内にポスターを掲示し広く参加を募った。

講 師 大阪大学情報科学研究科 研究科長 教授 村田正幸

特任助教 山内雅明

大阪大学大学院生 名・大学生 名（本校卒業生）

参加者 男子６名 女子５名

大阪大学の情報科への進学を希望する生徒が多数参加した。教員と

熱心に会話する生徒もおり，改めてアゴラが有効なことを検証できた。

５ 科での取組を活用した授業改善

２年普通科「総合的な探究の時間」への応用

科の課題研究で指導しているノウハウをうまく広げることができ，前年度に比してレベルの高い

プレゼンの方法やデータのまとめ方を学習した成果であると考えている。また、 名 の生徒が

「論理的に考える力」や「科学的な知識」がついたと回答している。日々の活動や研究相談を通して

考える力が培われ，様々な知識を得た成果であると考えている。生徒たちは協力的に活動を行い，和

気あいあいと良い雰囲気で活動することができている。その一方で，能動的に研究計画を立てたり，

文献を調べて知見を集めたり，という探究する力が弱いという課題も残っている。サーチプランの立

て方や文献調査の方法について学ぶ機会を増やしていきたいと考えている。

化学部の取組を通して伸びた力 生徒研究発表会（生物部）

③生物部 部員数 ３年生３名，２年生７名、１年生 名の計 名（男子 名 女子 名）

活動内容 定期的に学校周辺や兵庫県三田市藍本の武庫川上流の生態調査を行い，生物の行動や生態

について解析し，探究活動を行っている。今年は つのテーマの研究を進めている

カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは 全員

ニホンヤモリの行動・生態解析 年生

種々の淡水魚の行動・生態解析 年生

スーパー発電菌をみんなで探そうプロジェクト（日本科学未来館主催） 年生

自然や生物をよく『観察』することから自分でテーマを発見し，探究を進めていくことを心がけて

いる。また，探究の成果を外部で発表し，他校生や研究者との交流を深めことで，プレゼンテーショ

ンスキルが向上する，議論を交わす中で探究が深まると仮説を立てている。

【受賞】・第 回日本学生科学賞兵庫県コンクール 県教育長賞（第 回日本学学生科学賞中央予備審査へ進出）

・第 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門 ポスター発表（県全体）最優秀賞（第１位）口頭発表（生

物分野）優秀賞（第２位）近畿合同発表会へ進出

【外部機関との取組】・スーパー発電菌をみんなで探そうプロジェクト（日本科学未来館主催）オンライン発表

数多くの発表と受賞歴（第４編 資料３）により仮説が検証できた。フィールドワークや生物の飼育

を通して，丁寧な観察を年間を通じて行ってきた。今後，テーマ設定の取組に力を入れていきたい。

「兵庫咲いテク」事業を活用した取組

兵庫咲いテク事業「五国 連携プログラム」を活用し，他校生徒の科学交流に取り組んでいる。
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６ 科学技術人材育成に関する取組・実施方法

「数学・理科甲子園」への出場を契機とする「 Ⅰ」の取組

本校は 指定前から毎年，兵庫県教育委員会主催の「数学・理科甲子園」に出場してきた。平成

年度には優勝し，「第 回科学の甲子園全国大会」に 位入賞を果たした。さらに令和元年は「数学

・理科甲子園」 連覇を果たし，「第 回科学の甲子園全国大会」への出場権を獲得した。大会出場を

目標とするだけでなく，「数学・理科甲子園」を模した「 Ⅰオリンピック」を開講し，卒業生や上級

生がメンターとして加わりることで生徒の科学への興味・関心が高まることを期待している。

今年度は「数学・理科甲子園」の筆記問題では参加校中，第１位の成績を収めたが，午後の本選では

１位を守ることができず，惜しくも「科学の甲子園」への出場はかなわなかった。

生徒の回答：主体的に取り組め，納得いく授業形態であった ％ 「 つの力」に対する生徒の自己評価

保護者の回答（ 名）科学教育に役立つ教材である ％ 保護者の回答（ 名）「 つの力」に対する評価

保護者に授業を参観してもらい、評価を得ることを行っている。本教材では，卒業生・上級生・保

護者が一堂に会して，みんなで科学を楽しむ日にもなっている。保護者の事後アンケートでは，保護

者も競技に参加させてもらえないかという回答も多く得られた。

兵庫咲いテク委員会主催「五国 連携プログラム」への参加

兵庫咲いテク委員会の企画「五国 連携プログラム」に参加することで県内の 校の生徒との科

学交流が深まり 「 つの力」が向上すると考えている。

①「サイエンスフェア 兵庫」

科と物理部の計 名が参加した。発表タイトルは「第４章 関係資料 資料３」に掲載している。

② （兵庫「咲いテク」事業） 共催：神戸大学

英語による科学に関する研究のポスターセッションに，３年生課題研究班（３名）が参加した。

発表タイトル「 」

科の探究活動の成果を発揮し，多くの をポスターセッションに呼び込むことができた。

国際科学技術コンテスト（科学系オリンピック）への取組

国際科学技術コンテストへの参加を推進することで，学校全体の科学に関する興味関心に繋がると考

えている。校内での参加の呼びかけを 掲示板や 通信を活用している。学校を通さずに か

らの国際科学技術コンテストへの申込が一般的になり参加者の把握がやや難しくなってきていること

が問題点となっている。

今年度は，「日本情報オリンピック女性部門」において金賞を受賞し，第 回ヨーロッパ女子情報オ

リンピック日本代表選手候補に選出されている。

発表が行えた。外部での発表会（甲南大学リサーチフェスタ ）に１班が参加した。

「 つの力」の内，生徒が重要だと思った力 「 つの力」の内，生徒が身についたと感じる力

生徒自身が重要だと考えた力と，身についたと感じた力が一致している。

「 つの力」の内，教員が生徒にとって特に重要だと思った力 「 つの力」の内，教員が生徒に身についたと感じた力

授業担当教員の回答より，生徒にとって重要だと思う力と，生徒の身についたと評価した力が一致し

ていることが分かった。本校の探究活動が 科から普通科へと拡充していく上で，良い傾向にあると

捉えている。さらに，生徒と教員の両者において つの力の内，「気づく力」が最上位に挙げられてい

ることも特筆すべき点である。探究活動の「気づき」の重要性については本校 運営指導委員である

甲南大学の甲元教授から指摘を受けており，「気づく力」を探究活動の指導の鍵と捉えている。

２年演劇科「地学基礎」への応用

科のノウハウを演劇科の地学基礎の授業に広げることを目的として，表 のような実習を行った。

機器を効率的に利用し， 事業での育成目標である つの力を向上させることを目的とした。事

前アンケートを 学期，事後アンケートを 学期に実施し，表 の各項目を ～ の数値（ が最高）で

自己評価している。 機器の活用機会

が少ない生徒でも， 機器を操作さ

せてプレゼン実習などを行うことで，効

率的に利用し素早く情報収集・整理をし

て発表用スライドを作成することがで

きるようになることが検証された。ま

た，グループで役割分担を行い，発表に

向けて準備する実習の中で， 事業で

掲げる つの力のうち，「気づく力」，

「伝える力」，「繋ぐ力」，「見通す力」

が向上したことが確認できた。
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が向上したことが確認できた。



②科学倫理の学習

科学倫理を ラーニングシステム の教材「中等教育における研究倫理」の基礎編と実

践編を自習させ，受講確認書を提出させている。学習の成果はペーパーテストで評価している。

科 年生のアンケートから，必要な学習であり熱心に学習した生徒が ％であり，予想よりも，

やや低かった。実際に研究に取り掛かる前であったことが原因と考えている。

③「オンラインによる課題研究の深化と効率化」の検証

課題研究内容の記録・編集・発表スライドの作成は （ ）を用いている。オンラインに

よる課題研究で深化と効率化が達成できることは前年度までに検証されている。

等のオンラインを活用した課題研究について答えてください（ ）内は前年度の値

オンラインでデータを共有化して論文やスライドの考察をしたことについて答えてください

８ 成果の公表・普及

五国 連携「高校生リサーチプラン研修会」

探究活動においてリサーチプランの立案・作成は必要なことであるが、仮説の設定が難しい。そこで

仮説の立て方に焦点を置いたリサーチプランの研修を通じて２学期以降の「総合的な探究の時間」や課

題研究、あるいは自然科学系部活動における探究活動を計画的・効果的に進めることをこの研修会の目

標とする。今年度は，兵庫県の 校による連携事業「五国 連携プログラム」として実施した。

①実施日 月 日（土） ： ～ ： 於：兵庫県立宝塚北高等学校

②参加者 県内 ３校（生徒 名，教員 名） （宝塚北高校卒業生３名）

内訳：宝塚北高校（教員 生徒 ）兵庫県立三田祥雲館高校（教員 生徒 ）

兵庫県立姫路西高校（教員 生徒 ）

③講 師 甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授 甲元 一也

④助 言 京都大学大学院理学研究科 名誉教授 馬場 正昭

兵庫県立人と自然の博物館 研究員 鈴木 武

実習Ⅰ「リサーチプランの発表」参加者が事前に作成したリサーチプランを発表する

講 義「仮説の立て方に重点をおいたリサーチプランの立案」

講師 甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授 甲元 一也

小中学生への科学の普及活動～青少年のための科学の祭典～

事業成果の普及活動の一環として「青少年のための科学の祭典」に

科生徒や自然科学系部活動生徒が参加している。小中学生（およびその保護

者）を対象にした活動を通じて，科学の社会的意義を学ぶとともに，科学の

楽しさを地域の人々に伝えている。

丹波会場 科１年生「ジャイロの不思議」（男子５名 女子３名）

神戸会場 生物部「スケルトンリーフで葉っぱのしおりをつくろう」（男子２名 女子４名）

化学部「自分の指のレプリカを作ろう」（男子９名 女子３名）

その他のコンテスト

第 回ディベート甲子園 近畿・北陸地区予選 第 位

題目「日本はすべての石炭火力発電を代替発電に切り替えるべきである。

是か非か」

普通科生徒と 科生徒がチームを作り参加した。

地元中学校の科学系部活動との交流

昨年度末に、地元中学校の科学系部活動担当者から，本校の自然科学系部活動との交流会の希望が

あった。夏休みに交流会を予定していたが，コロナ禍のために延期となった。今年度末の春休みを利

用して再開する予定である。

７ 課題研究に係る取組

①テーマ設定実習（対象： 科１年生）

課題研究のテーマを生徒が主体的に提案して決定する取組を行っている。

リサーチプランの丁寧なヒアリングにより，初めて作成した自分のプランの足りていない点が明確に

なり，リサーチプランの重要性を段階的に学んでいく仕組みになっている。

初めて作成したリサーチプランに対する自己評価 テーマ設定実習は役立つプログラムか

いい企画書が書けなかったとする回答が ％ 強くそう思う ％ そう思う ％



②科学倫理の学習

科学倫理を ラーニングシステム の教材「中等教育における研究倫理」の基礎編と実

践編を自習させ，受講確認書を提出させている。学習の成果はペーパーテストで評価している。

科 年生のアンケートから，必要な学習であり熱心に学習した生徒が ％であり，予想よりも，

やや低かった。実際に研究に取り掛かる前であったことが原因と考えている。

③「オンラインによる課題研究の深化と効率化」の検証

課題研究内容の記録・編集・発表スライドの作成は （ ）を用いている。オンラインに

よる課題研究で深化と効率化が達成できることは前年度までに検証されている。

等のオンラインを活用した課題研究について答えてください（ ）内は前年度の値

オンラインでデータを共有化して論文やスライドの考察をしたことについて答えてください

８ 成果の公表・普及

五国 連携「高校生リサーチプラン研修会」

探究活動においてリサーチプランの立案・作成は必要なことであるが、仮説の設定が難しい。そこで

仮説の立て方に焦点を置いたリサーチプランの研修を通じて２学期以降の「総合的な探究の時間」や課

題研究、あるいは自然科学系部活動における探究活動を計画的・効果的に進めることをこの研修会の目

標とする。今年度は，兵庫県の 校による連携事業「五国 連携プログラム」として実施した。

①実施日 月 日（土） ： ～ ： 於：兵庫県立宝塚北高等学校

②参加者 県内 ３校（生徒 名，教員 名） （宝塚北高校卒業生３名）

内訳：宝塚北高校（教員 生徒 ）兵庫県立三田祥雲館高校（教員 生徒 ）

兵庫県立姫路西高校（教員 生徒 ）

③講 師 甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授 甲元 一也

④助 言 京都大学大学院理学研究科 名誉教授 馬場 正昭

兵庫県立人と自然の博物館 研究員 鈴木 武

実習Ⅰ「リサーチプランの発表」参加者が事前に作成したリサーチプランを発表する

講 義「仮説の立て方に重点をおいたリサーチプランの立案」

講師 甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授 甲元 一也

小中学生への科学の普及活動～青少年のための科学の祭典～

事業成果の普及活動の一環として「青少年のための科学の祭典」に

科生徒や自然科学系部活動生徒が参加している。小中学生（およびその保護

者）を対象にした活動を通じて，科学の社会的意義を学ぶとともに，科学の

楽しさを地域の人々に伝えている。

丹波会場 科１年生「ジャイロの不思議」（男子５名 女子３名）

神戸会場 生物部「スケルトンリーフで葉っぱのしおりをつくろう」（男子２名 女子４名）

化学部「自分の指のレプリカを作ろう」（男子９名 女子３名）

その他のコンテスト

第 回ディベート甲子園 近畿・北陸地区予選 第 位

題目「日本はすべての石炭火力発電を代替発電に切り替えるべきである。

是か非か」

普通科生徒と 科生徒がチームを作り参加した。

地元中学校の科学系部活動との交流

昨年度末に、地元中学校の科学系部活動担当者から，本校の自然科学系部活動との交流会の希望が

あった。夏休みに交流会を予定していたが，コロナ禍のために延期となった。今年度末の春休みを利

用して再開する予定である。

７ 課題研究に係る取組

①テーマ設定実習（対象： 科１年生）

課題研究のテーマを生徒が主体的に提案して決定する取組を行っている。

リサーチプランの丁寧なヒアリングにより，初めて作成した自分のプランの足りていない点が明確に

なり，リサーチプランの重要性を段階的に学んでいく仕組みになっている。

初めて作成したリサーチプランに対する自己評価 テーマ設定実習は役立つプログラムか

いい企画書が書けなかったとする回答が ％ 強くそう思う ％ そう思う ％



【本校に視察の申入れがあった学校】

ノートルダム清心学園 清心女子高等学校

日 時 ７月 日

場 所 兵庫県立宝塚北高等学校

出席者 清心女子高等学校２名（教頭 山内宏之 先生， 主任 田中福人 先生）

宝塚北高校２名（教頭 小宮山宏之， 科長 門井淳）

内 容 清心女子高校は指定 期目である。課題研究の取組を中心に協議した。本校は過去に数回，

清心女子高校が主催する「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」に生

徒が参加したこともあり，理系女子に関する取組についても協議をすることができた。ま

た，本校の取組である論文査読についても協議を行った。

島根県立松江南高等学校

日 時 ８月 日

場 所 兵庫県立宝塚北高等学校

出席者 松江南高校１名（校長 倉崎千草先生）

宝塚北高校２名（校長 曽谷功， 科長 門井淳）

内 容 松江南高校は指定１期目３年次を迎えるということであり，昨年度，本校が受けた中間評

価の各項目について詳細に協議した。両校とも指定１期目であり，今後の 事業につい

て全校体制の取組等をキーワードとして，多くの情報交換を行った。

【本校から視察を申し入れた学校】

鹿児島県立国分高等学校

日 時 １月 日

場 所 鹿児島県立国分高等学校

参加者 国分高校（校長 福留和宏先生，教頭 金井賢一先生，教頭 堂薗幸夫先生， 推進部主任

濵田大輔先生， 推進部 宇都鉄則先生）

宝塚北高校（教頭 小宮山宏之， 科長 門井淳）

内 容 両校とも指定１期目である。昨年度の 情報交換会で発表のあった国分高校の全校体制

で取り組む について，より深く知りたいと考え，視察を申し入れた。国分高校の運用

ファシリテータと探究指導ファシリテータの運営方法や，探究的活動を普通科に広げる取

り組み等について多くを伺い，本校の２期目に向けての指針を得ることができた。また，

探究活動の授業見学を行い，生徒や担当教員に話を聴くこともできた。

９ 事業の評価

スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価

令和３年度に，スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価を受け，「これまでの努力を

継続することによって、研究開発のねらいの達成がおおむね可能と判断されるものの、併せて取組改善

の努力も求められる」との総合評価であった。以下，項目別評価と今年度の取組について記述する。

① 研究開発計画の進捗と管理体制、成果の分析に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・ 推進や評価委員会を中心に活動を行っているが、学校全体の事業としてより多くの教職員を巻き

込む体制が必要である。

改善：普通科で実施している「総合的な探究の時間」に関わる教員が 名（教科も理数系に限らな

い）になり， ％の教員が探究的活動に携わり， 科で進めている探究活動の実践手法や評価

について学ぶことができた。来年度は，普通科文系・理系とも「理数探究基礎」が始まり，探

究活動の実践に関わる教員数が増える見込みである。

・客観的な評価となるような工夫が期待される。 つの力をどのように評価するのか、教師の役割を明

確にすることが望まれる。

改善：「 Ⅲ」の評価フローをもとに， つの力の評価方法がほぼ確立された。指導と評価の一体化

実習Ⅱ「実習Ⅱ「リサーチプランの改善」講義を参考に自分のリサーチプランを改善すると

共に他校生徒の意見交流や相互評価を行う

実習Ⅲ「改善策の発表」改善したリサーチプランを発表する

⑤生徒の変容

実習Ⅰ（改善前） 実習Ⅲ（改善後）

事後アンケートからリサーチプランに基づき見通しを立てて活動することの重要性を認識した生

徒が ％であり、本事業の目的は達成できたと考えている。他校の教員からも生徒の望ましい変容を

感じた感想が多く、高い評価を受けることができた。

探究活動を深化させる教材開発

４年間の開発期間を経て，学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で探究活動を深化させる教材を開発できた。

その一部を，「第４章 関係資料 資料６ 探究活動を深化させる主な開発教材一覧 」に掲載してい

る。また，次年度普通科で実施される「理数探究基礎」に使用する予定である。ホームページには学

校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」および「理数探究基礎」の進行に合わせて公開していくことになる。

第 回 全国理数科教育研究大会での発表

開発した教材を使用した学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」での取り組みを，本校教員が発表した。

日 時 月 日・ 日

大 会 「第 回 全国理数科教育研究大会（和歌山大会）」

主 催 全国理数科高等学校長会

発表者 総合分野（ステージ発表）主幹教諭 門井 淳

題 目 科学的・論理的思考を育む教育の推進

～ 特例による学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の実践報告～

主担者が発表を行った。特に「 Ⅱ」の年間を通じた学習計画については聴衆の関心を集め，運

営や指導についての質問を多く受けた。発表会後も，個別に多くの質問を受け，「 Ⅱ」の成果を公

表できたと捉えている。

論文投稿

前年度まで，本校 科を担任していた教員が学会誌「理科教育学研究」に， 科の授業「情報と科

学」で行った授業実践について投稿した。「高校生は雲の動きと発生を 人 台端末で撮影したタイ

ムラプス動画から見いだせるか」載誌：理科教育学研究， ， ，

先進校視察

今年度は 指定３校と 事業についての協議や情報交換を行った。他県の 校に本校の 年間

の取組の成果を公表することができた。また，県内の 指定外の高校１校から本校の 事業の取

組について教えてほしいとの依頼を受け，本校の取組の成果について報告することができた。

事前事後の比較より

・・自分のプランだけではなく他者のプラン

の内容にもより注目した生徒数が

％から ％に増加

・・上のことを踏まえた上で他者のプランに

助言や質問を行った生徒数が ％か

ら ％に増加



【本校に視察の申入れがあった学校】

ノートルダム清心学園 清心女子高等学校

日 時 ７月 日

場 所 兵庫県立宝塚北高等学校

出席者 清心女子高等学校２名（教頭 山内宏之 先生， 主任 田中福人 先生）

宝塚北高校２名（教頭 小宮山宏之， 科長 門井淳）

内 容 清心女子高校は指定 期目である。課題研究の取組を中心に協議した。本校は過去に数回，

清心女子高校が主催する「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」に生

徒が参加したこともあり，理系女子に関する取組についても協議をすることができた。ま

た，本校の取組である論文査読についても協議を行った。

島根県立松江南高等学校

日 時 ８月 日

場 所 兵庫県立宝塚北高等学校

出席者 松江南高校１名（校長 倉崎千草先生）

宝塚北高校２名（校長 曽谷功， 科長 門井淳）

内 容 松江南高校は指定１期目３年次を迎えるということであり，昨年度，本校が受けた中間評

価の各項目について詳細に協議した。両校とも指定１期目であり，今後の 事業につい

て全校体制の取組等をキーワードとして，多くの情報交換を行った。

【本校から視察を申し入れた学校】

鹿児島県立国分高等学校

日 時 １月 日

場 所 鹿児島県立国分高等学校

参加者 国分高校（校長 福留和宏先生，教頭 金井賢一先生，教頭 堂薗幸夫先生， 推進部主任

濵田大輔先生， 推進部 宇都鉄則先生）

宝塚北高校（教頭 小宮山宏之， 科長 門井淳）

内 容 両校とも指定１期目である。昨年度の 情報交換会で発表のあった国分高校の全校体制

で取り組む について，より深く知りたいと考え，視察を申し入れた。国分高校の運用

ファシリテータと探究指導ファシリテータの運営方法や，探究的活動を普通科に広げる取

り組み等について多くを伺い，本校の２期目に向けての指針を得ることができた。また，

探究活動の授業見学を行い，生徒や担当教員に話を聴くこともできた。

９ 事業の評価

スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価

令和３年度に，スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価を受け，「これまでの努力を

継続することによって、研究開発のねらいの達成がおおむね可能と判断されるものの、併せて取組改善

の努力も求められる」との総合評価であった。以下，項目別評価と今年度の取組について記述する。

① 研究開発計画の進捗と管理体制、成果の分析に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・ 推進や評価委員会を中心に活動を行っているが、学校全体の事業としてより多くの教職員を巻き

込む体制が必要である。

改善：普通科で実施している「総合的な探究の時間」に関わる教員が 名（教科も理数系に限らな

い）になり， ％の教員が探究的活動に携わり， 科で進めている探究活動の実践手法や評価

について学ぶことができた。来年度は，普通科文系・理系とも「理数探究基礎」が始まり，探

究活動の実践に関わる教員数が増える見込みである。

・客観的な評価となるような工夫が期待される。 つの力をどのように評価するのか、教師の役割を明

確にすることが望まれる。

改善：「 Ⅲ」の評価フローをもとに， つの力の評価方法がほぼ確立された。指導と評価の一体化

実習Ⅱ「実習Ⅱ「リサーチプランの改善」講義を参考に自分のリサーチプランを改善すると

共に他校生徒の意見交流や相互評価を行う

実習Ⅲ「改善策の発表」改善したリサーチプランを発表する

⑤生徒の変容

実習Ⅰ（改善前） 実習Ⅲ（改善後）

事後アンケートからリサーチプランに基づき見通しを立てて活動することの重要性を認識した生

徒が ％であり、本事業の目的は達成できたと考えている。他校の教員からも生徒の望ましい変容を

感じた感想が多く、高い評価を受けることができた。

探究活動を深化させる教材開発

４年間の開発期間を経て，学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で探究活動を深化させる教材を開発できた。

その一部を，「第４章 関係資料 資料６ 探究活動を深化させる主な開発教材一覧 」に掲載してい

る。また，次年度普通科で実施される「理数探究基礎」に使用する予定である。ホームページには学

校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」および「理数探究基礎」の進行に合わせて公開していくことになる。

第 回 全国理数科教育研究大会での発表

開発した教材を使用した学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」での取り組みを，本校教員が発表した。

日 時 月 日・ 日

大 会 「第 回 全国理数科教育研究大会（和歌山大会）」

主 催 全国理数科高等学校長会

発表者 総合分野（ステージ発表）主幹教諭 門井 淳

題 目 科学的・論理的思考を育む教育の推進

～ 特例による学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の実践報告～

主担者が発表を行った。特に「 Ⅱ」の年間を通じた学習計画については聴衆の関心を集め，運

営や指導についての質問を多く受けた。発表会後も，個別に多くの質問を受け，「 Ⅱ」の成果を公

表できたと捉えている。

論文投稿

前年度まで，本校 科を担任していた教員が学会誌「理科教育学研究」に， 科の授業「情報と科

学」で行った授業実践について投稿した。「高校生は雲の動きと発生を 人 台端末で撮影したタイ

ムラプス動画から見いだせるか」載誌：理科教育学研究， ， ，

先進校視察

今年度は 指定３校と 事業についての協議や情報交換を行った。他県の 校に本校の 年間

の取組の成果を公表することができた。また，県内の 指定外の高校１校から本校の 事業の取

組について教えてほしいとの依頼を受け，本校の取組の成果について報告することができた。

事前事後の比較より

・・自分のプランだけではなく他者のプラン

の内容にもより注目した生徒数が

％から ％に増加

・・上のことを踏まえた上で他者のプランに

助言や質問を行った生徒数が ％か

ら ％に増加



業生が，そろそろ卒業研究等に取り掛かる年令に達しており，オンラインを活用した卒業生の

メンター制などを拡充していきたい。

・生徒が幅広い領域で活発に活動しており，今後もこの姿勢で取り組むことが期待される。

改善：理系文系，男子女子を問わず，学外でも幅広く様々な分野で活動する生徒がいるのが本校の特

徴である。本校演劇科の授業における探究活動を 事業にいかに組み込んでいくかを新たな

課題としたい。

・様々な科学の大会での物理部，化学部，生物部の活躍がみられる。 科の生徒は原則として、コン

テストに参加することになっているが、普通科の生徒の参加も増えるような工夫が期待される。

改善：来年度の普通科の探究的活動を 時間連続の 分授業としたことで，生徒がより深く学べる

体制が整えられる。コンテストに参加する普通科生徒の増加を期待している。

⑤ 成果の普及等に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・研究の進捗状況や成果について年間にどのように全職員で共有を進めているのか，全体の計画を明ら

かにすることが望まれる。

改善：現在は，「 通信」や本校ホームページ「北高ダイアリー」等で成果を随時，報告している。

来年度は に係る職員研修会や配信その他の工夫を取り入れながら実施することで職員の意

識向上を図りたい。

・「リサーチプラン研修会」の実施は，評価できる。

改善：来年度も継続して実施する。

・開発した教材をホームページにあげることが望まれる。編集者（権限者）が１人しかいないことも課

題ではないか、検討して改善することが望まれる。

改善：来年度に普通科「理数探究基礎」で 科の探究活動の教材の一部を使用していく。県内では

「理数探究基礎」を開講する高校は少なく，本校は先進校として活動内容を公開していく必要

があると捉えている。したがって，ホームページに授業の進捗に合わせながら順次，公開して

いきたい。

大学進学への効果

学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の活動が新しい入試（共通テストや，推薦入試における面接や小論文

等）にも対応したものであるという仮説を立てている。

科の進学（国公立大学のみ）医学部医学科については，普通科の進学実績も掲載している。

国公立大学進学数（ 科）

年度入試 名， 年度入試 名， 年度入試 名

主な国公立難関大学（ 科）

年度入試（東京大 ・京都大 ・大阪大 ・ 神戸大 ）

年度入試（東京大 ・京都大 ・大阪大 ・神戸大 ）

年度入試（東京大 ・京都大 ・大阪大 ・ 神戸大 ）

医学部医学科（ 科・普通科）

年度入試（防衛医大 ）

年度入試（ 科：神戸大 ・徳島大 普通科：大阪大 ）

年度入試（ 科：富山大 ・神戸大 普通科：秋田大 既卒：東北大１）

推薦入試受験者数（総合型５・学校推薦型７ 合計 ）

普通科から医学部医学科への進学者が２年連続であり， 事業のよい影響が普通科にも広がりつつ

あることを示せた。

をさらに推進していきたい。また，ポートフォリオの作成や評価入力システムの開発など新た

な研究開発課題が生まれてきた。

・運営指導委員に教育評価に関する専門家を入れると良いのではないか，検討が期待される。

改善：指摘を受け，人選に着手している。

② 教育内容等に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・ 科生徒に対して課題研究を教育活動の柱として取り組んでいることは，評価できる。ただし，「

Ⅰ・Ⅱ」の評価の在り方については，到達度が明確ではなく，工夫することが求められる。

改善：指摘を受け改善に取り組んでいる。生徒アンケート（自由記述形式）の分析から，生徒は想定

以上に評価規準を知りたがっていることが分かった。「 科 つの力」に基づく評価項目をル

ーブリックに落とし込み事前に提示することで，生徒がどのような力を自分自身で伸ばしてい

くのかを意識しながら活動できるように，評価規準を明確にすることで対応していく。

・「テーマ設定実習」を明示して実施しており，生徒がテーマ設定の重要性を意識しその力を向上させ

るために役立っていると認められる。

改善：アンケートの回答からも生徒が「テーマ設定実習」の効果を強く認識していることが検証でき

た。今後も，生徒の状況を把握しながら本実習をブラッシュアップしていきたい。

・数学・理科・英語・情報の４教科の連携は図られているが，他教科との連携も望まれる。

改善：「総合的な探究の時間」担当者に多くの教科の教員を配置した。様々な分野から広くアドバイ

スを生徒が受けられる体制が整いつつある。「課題研究発表会」では芸術科の教員を評価者

に入れるなど，工夫している。

・「リサーチプランの作成（基礎編・実践編）」など、特色ある教材の開発が行われている。

改善：今年度も「高校生のためのリサーチプラン発表会」を実施した。本校の特徴ある 事業であ

るので今後も，継続していく。

③ 指導体制等に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・Ⅰ期目ということもあり，全校的な指導体制の構築には戸惑いが見られる。しかし，校長のリーダー

シップの下， を中心として今後に期待したい。教師の自己評価を踏まえて課題を整理することが

望まれる。

改善：Ⅱ期目を見据えて「理数探究基礎」を実施する。このことにより，全校的な指導体制の構築を

推進したい。

・課題研究の類似テーマを選択した下級生に対して相談役やサポートを上級生が行うメンター制や，論

文や発表，背景理解，実験方法，文献調査などの指導助言・補助に卒業生を活用するチューター制は，

評価できる。

改善：本校の 事業の特徴であり，今後も継続する。

・ を 科のみならず，普通科に拡張するためにも，課題研究の指導経験やノウハウのない教師が

指導できるようになる体制を早期に確立することが期待される。

改善：来年度の「理数探究基礎」の主担当者を 科担当教員から，学年の理数系教員に移行するこ

とで，Ⅱ期目に向けて 事業の一部が学年等を単位として取り組める体制づくりを開始して

いきたい。また，探究的活動を 時間連続の 分授業としたことで，教員の指導力が向上さ

せていきたい。

④ 外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容が十分達成されている】

・第３学年の課題研究論文の査読を外部研究者に依頼しており，研究者の疑似体験できるようにしてい

ることは，評価できる。

改善：生徒の研究の精度を上げ，モチベーションを向上させるためにも継続していく。

・様々な取組が新型コロナウイルスの影響により予定通り進まなかったことは，理解できる。しかし，

オンラインの一層の活用等による新たな取組も期待したい。

改善：海外の企業の社員や，大学生とオンラインを通じた科学交流を実施している。大学に進んだ卒



業生が，そろそろ卒業研究等に取り掛かる年令に達しており，オンラインを活用した卒業生の

メンター制などを拡充していきたい。

・生徒が幅広い領域で活発に活動しており，今後もこの姿勢で取り組むことが期待される。

改善：理系文系，男子女子を問わず，学外でも幅広く様々な分野で活動する生徒がいるのが本校の特

徴である。本校演劇科の授業における探究活動を 事業にいかに組み込んでいくかを新たな

課題としたい。

・様々な科学の大会での物理部，化学部，生物部の活躍がみられる。 科の生徒は原則として、コン

テストに参加することになっているが、普通科の生徒の参加も増えるような工夫が期待される。

改善：来年度の普通科の探究的活動を 時間連続の 分授業としたことで，生徒がより深く学べる

体制が整えられる。コンテストに参加する普通科生徒の増加を期待している。

⑤ 成果の普及等に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・研究の進捗状況や成果について年間にどのように全職員で共有を進めているのか，全体の計画を明ら

かにすることが望まれる。

改善：現在は，「 通信」や本校ホームページ「北高ダイアリー」等で成果を随時，報告している。

来年度は に係る職員研修会や配信その他の工夫を取り入れながら実施することで職員の意

識向上を図りたい。

・「リサーチプラン研修会」の実施は，評価できる。

改善：来年度も継続して実施する。

・開発した教材をホームページにあげることが望まれる。編集者（権限者）が１人しかいないことも課

題ではないか、検討して改善することが望まれる。

改善：来年度に普通科「理数探究基礎」で 科の探究活動の教材の一部を使用していく。県内では

「理数探究基礎」を開講する高校は少なく，本校は先進校として活動内容を公開していく必要

があると捉えている。したがって，ホームページに授業の進捗に合わせながら順次，公開して

いきたい。

大学進学への効果

学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の活動が新しい入試（共通テストや，推薦入試における面接や小論文

等）にも対応したものであるという仮説を立てている。

科の進学（国公立大学のみ）医学部医学科については，普通科の進学実績も掲載している。

国公立大学進学数（ 科）

年度入試 名， 年度入試 名， 年度入試 名

主な国公立難関大学（ 科）

年度入試（東京大 ・京都大 ・大阪大 ・ 神戸大 ）

年度入試（東京大 ・京都大 ・大阪大 ・神戸大 ）

年度入試（東京大 ・京都大 ・大阪大 ・ 神戸大 ）

医学部医学科（ 科・普通科）

年度入試（防衛医大 ）

年度入試（ 科：神戸大 ・徳島大 普通科：大阪大 ）

年度入試（ 科：富山大 ・神戸大 普通科：秋田大 既卒：東北大１）

推薦入試受験者数（総合型５・学校推薦型７ 合計 ）

普通科から医学部医学科への進学者が２年連続であり， 事業のよい影響が普通科にも広がりつつ

あることを示せた。

をさらに推進していきたい。また，ポートフォリオの作成や評価入力システムの開発など新た

な研究開発課題が生まれてきた。

・運営指導委員に教育評価に関する専門家を入れると良いのではないか，検討が期待される。

改善：指摘を受け，人選に着手している。

② 教育内容等に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・ 科生徒に対して課題研究を教育活動の柱として取り組んでいることは，評価できる。ただし，「

Ⅰ・Ⅱ」の評価の在り方については，到達度が明確ではなく，工夫することが求められる。

改善：指摘を受け改善に取り組んでいる。生徒アンケート（自由記述形式）の分析から，生徒は想定

以上に評価規準を知りたがっていることが分かった。「 科 つの力」に基づく評価項目をル

ーブリックに落とし込み事前に提示することで，生徒がどのような力を自分自身で伸ばしてい

くのかを意識しながら活動できるように，評価規準を明確にすることで対応していく。

・「テーマ設定実習」を明示して実施しており，生徒がテーマ設定の重要性を意識しその力を向上させ

るために役立っていると認められる。

改善：アンケートの回答からも生徒が「テーマ設定実習」の効果を強く認識していることが検証でき

た。今後も，生徒の状況を把握しながら本実習をブラッシュアップしていきたい。

・数学・理科・英語・情報の４教科の連携は図られているが，他教科との連携も望まれる。

改善：「総合的な探究の時間」担当者に多くの教科の教員を配置した。様々な分野から広くアドバイ

スを生徒が受けられる体制が整いつつある。「課題研究発表会」では芸術科の教員を評価者

に入れるなど，工夫している。

・「リサーチプランの作成（基礎編・実践編）」など、特色ある教材の開発が行われている。

改善：今年度も「高校生のためのリサーチプラン発表会」を実施した。本校の特徴ある 事業であ

るので今後も，継続していく。

③ 指導体制等に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容がおおむね達成されている】

・Ⅰ期目ということもあり，全校的な指導体制の構築には戸惑いが見られる。しかし，校長のリーダー

シップの下， を中心として今後に期待したい。教師の自己評価を踏まえて課題を整理することが

望まれる。

改善：Ⅱ期目を見据えて「理数探究基礎」を実施する。このことにより，全校的な指導体制の構築を

推進したい。

・課題研究の類似テーマを選択した下級生に対して相談役やサポートを上級生が行うメンター制や，論

文や発表，背景理解，実験方法，文献調査などの指導助言・補助に卒業生を活用するチューター制は，

評価できる。

改善：本校の 事業の特徴であり，今後も継続する。

・ を 科のみならず，普通科に拡張するためにも，課題研究の指導経験やノウハウのない教師が

指導できるようになる体制を早期に確立することが期待される。

改善：来年度の「理数探究基礎」の主担当者を 科担当教員から，学年の理数系教員に移行するこ

とで，Ⅱ期目に向けて 事業の一部が学年等を単位として取り組める体制づくりを開始して

いきたい。また，探究的活動を 時間連続の 分授業としたことで，教員の指導力が向上さ

せていきたい。

④ 外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内容が十分達成されている】

・第３学年の課題研究論文の査読を外部研究者に依頼しており，研究者の疑似体験できるようにしてい

ることは，評価できる。

改善：生徒の研究の精度を上げ，モチベーションを向上させるためにも継続していく。

・様々な取組が新型コロナウイルスの影響により予定通り進まなかったことは，理解できる。しかし，

オンラインの一層の活用等による新たな取組も期待したい。

改善：海外の企業の社員や，大学生とオンラインを通じた科学交流を実施している。大学に進んだ卒
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巻末グラビア（ 通信・ 事業取組事例）

校内における の組織的推進体制

開催数： 運営指導委員会（年２回），兵庫咲いテク委員会（年６回），学校評議員会（年３回）

校内の体制については 科当教員と自然科学系部活動担当教員が委員となり「 推進・評価員会（

名）」を組織している。さらに、 推進委員会を核として「教育課程委員会」、「国際理解教育委員

会」の各委員会が校内における の組織的推進体制として機能している。また、普通科への成果普及

を図るため「総合学習推進委員会」と 科の担当教員が連携している。具体的な取組状況の把握、成

果分析、課題の解決に向けた取組等は「 推進・評価委員会」が担当している。「 科推進会議」は

科の学級担任がメンバーとなっており、生徒や保護者の評価をすぐに入手し事業にフィードバックで

きる体制となっている。

文部科学省

科学技術振興機構
兵庫県教育委員会

宝塚北高校 運営指導委員会

ひょうご咲いテク委員会

県内 指定校

近隣他府県 指定校

兵兵庫庫県県立立宝宝塚塚北北高高等等学学校校

校 長

教頭 事務長

職員会議

校務運営委員会

推進・評価委員会

科教員

全職員

指導・助言

協力・支援

指導・助言

評価

学校評議員会

連携・協力

相互交流・研究協力

大阪大学

京都大学

神戸大学

兵庫県立大学

関西学院大学

甲南大学

ほか

兵庫県立「人

と自然の博物

館」

連携

連携

兵庫県高等学校

文化連盟 自然

科学部門

近隣自治体

各市教育委員会

小・中学校
連携

教育課程委員会 総合学習推進委員会

教科指導力向上委員会 国際理解教育委員会

地元企業

新明和工業（株）

松本商店
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校内の体制については 科当教員と自然科学系部活動担当教員が委員となり「 推進・評価員会（

名）」を組織している。さらに、 推進委員会を核として「教育課程委員会」、「国際理解教育委員

会」の各委員会が校内における の組織的推進体制として機能している。また、普通科への成果普及

を図るため「総合学習推進委員会」と 科の担当教員が連携している。具体的な取組状況の把握、成

果分析、課題の解決に向けた取組等は「 推進・評価委員会」が担当している。「 科推進会議」は

科の学級担任がメンバーとなっており、生徒や保護者の評価をすぐに入手し事業にフィードバックで

きる体制となっている。

文部科学省

科学技術振興機構
兵庫県教育委員会

宝塚北高校 運営指導委員会

ひょうご咲いテク委員会

県内 指定校

近隣他府県 指定校

兵兵庫庫県県立立宝宝塚塚北北高高等等学学校校

校 長

教頭 事務長

職員会議

校務運営委員会

推進・評価委員会

科教員

全職員

指導・助言

協力・支援

指導・助言

評価

学校評議員会

連携・協力

相互交流・研究協力

大阪大学

京都大学

神戸大学

兵庫県立大学

関西学院大学

甲南大学

ほか

兵庫県立「人

と自然の博物

館」

連携

連携

兵庫県高等学校

文化連盟 自然

科学部門

近隣自治体

各市教育委員会

小・中学校
連携

教育課程委員会 総合学習推進委員会

教科指導力向上委員会 国際理解教育委員会

地元企業

新明和工業（株）

松本商店



グローバルサイエンス科２～３年生 教育課程表

教科「理数」に 研究開発に係る学校設定科目「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を設置

（表は令和３年度入学生のものであるが，令和２年度入学生もこの表と同じである）

（様式Ⅱ）　　　　　

　　　　　　　　　　県　立　高　等　学　校　入　学　生　徒　教　育　課　程　表

全日制課程・本校   グローバル サイエンス科 令和３年度入学生徒
兵庫県立宝塚北高等学校

国 各学年において

・ ☆ 印より１科目選択履修する。

語 ・ ★ 印より１科目選択履修する。

地

理

歴

史

公
民

保体 7～8

健育

芸 ☆2
☆2

術 ☆2

家
庭

情
報 「情報の科学」は、「ＧＳⅡ」の履修を以て、1単位

4～8 を代替することを申請済み。

6～12

2～8

3～9 ★4
3～9 学校設定科目「GSⅠ」，「GSⅡ」は届出済み。

3～9 ★4 学校設定科目「GSⅢ」は今年度届出中。

「GSⅠ」 は特定の時間に実施することを承認済み。

総合的な探究の時間は
課題研究等（GSⅠ，GSⅢ）の履修をもって，

総合的な探究の時間 3～6 総合的な探究の時間の学習に替えることを申請中。

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

 始業時刻：８：３５ 終業時刻：平日１５：２０   １単位時間： ５０分

週 当 た り 授 業 時 数

 　終業時刻：月曜・木曜１６：２０

ホ ー ム ル ー ム 活 動

週 当 た り 時 数

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

Ｇ Ｓ Ⅰ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅱ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
学 校 設 定 科 目 ）

各 学 科 に 共 通 す る

家 庭 基 礎

情 報 の 科 学

理
数

理 数 数 学 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語Ⅰ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語Ⅱ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

現 代 社 会

体 育

保 健

音 楽 Ⅰ

国 語 総 合

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

世 界 史 Ａ

地 理 Ｂ

備　　　　　考

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ２年 ３年

必
修

選
択

必
修

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

計

選
択

必
修

選
択

資料１ 教育課程表

グローバルサイエンス科１年生 教育課程表

（様式Ⅱ）　　　　　

　　　　　　　　　　県　立　高　等　学　校　入　学　生　徒　教　育　課　程　表

全日制課程・本校   グローバル サイエンス科 令和４年度入学生徒
兵庫県立宝塚北高等学校

国

語
地理

歴史

公
民

保体 7～8

健育

芸 0・2
0・2

術 0・2

家
庭

情
報

4～8

6～12

2～8

3～9 4・8
3～9

3～9 2・6

学校設定科目「GSⅡ」は届出済み。

学校設定科目「GSⅢ」は来年度届出予定。

総合的な探究の時間 3～6

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

 始業時刻：８：３５ 終業時刻：平日１５：２０   １単位時間： ５０分

理
数

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

３年

必
修

選
択

必
修

計

選
択

必
修

選
択

備　　　　　考

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ２年

現 代 の 国 語

言 語 文 化

古 典 探 究

地 理 総 合

歴 史 総 合

論 理 国 語

公 共

体 育

保 健

音 楽 Ⅰ

地 理 探 究

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物

Ｇ Ｓ Ⅰ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅱ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
学 校 設 定 科 目 ）

各 学 科 に 共 通 す る

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅰ

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計

主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

 　終業時刻：月曜・木曜１６：２０

ホ ー ム ル ー ム 活 動

週 当 た り 時 数

「情報Ⅰ」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で代
替予定。

学校設定科目「GSⅠ」は届出済み。「GSⅠ」は、特定の期
間に実施することを、申請済み。

「総合的な探究の時間」のうち、１単位を「GSⅠ」で代替
することを申請済み。また、２単位を「GSⅢ」で代替する
ことを、来年度申請予定。

「理数生物」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で
代替予定。

週 当 た り 授 業 時 数



グローバルサイエンス科２～３年生 教育課程表
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兵庫県立宝塚北高等学校

国 各学年において

・ ☆ 印より１科目選択履修する。

語 ・ ★ 印より１科目選択履修する。

地

理

歴

史

公
民

保体 7～8

健育

芸 ☆2
☆2

術 ☆2

家
庭

情
報 「情報の科学」は、「ＧＳⅡ」の履修を以て、1単位

4～8 を代替することを申請済み。

6～12

2～8

3～9 ★4
3～9 学校設定科目「GSⅠ」，「GSⅡ」は届出済み。

3～9 ★4 学校設定科目「GSⅢ」は今年度届出中。

「GSⅠ」 は特定の時間に実施することを承認済み。

総合的な探究の時間は
課題研究等（GSⅠ，GSⅢ）の履修をもって，

総合的な探究の時間 3～6 総合的な探究の時間の学習に替えることを申請中。

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

 始業時刻：８：３５ 終業時刻：平日１５：２０   １単位時間： ５０分

週 当 た り 授 業 時 数

 　終業時刻：月曜・木曜１６：２０

ホ ー ム ル ー ム 活 動

週 当 た り 時 数

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

Ｇ Ｓ Ⅰ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅱ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
学 校 設 定 科 目 ）

各 学 科 に 共 通 す る

家 庭 基 礎

情 報 の 科 学

理
数

理 数 数 学 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語Ⅰ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語Ⅱ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

現 代 社 会

体 育

保 健

音 楽 Ⅰ

国 語 総 合

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

世 界 史 Ａ

地 理 Ｂ

備　　　　　考

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ２年 ３年

必
修

選
択

必
修

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

計

選
択

必
修

選
択

資料１ 教育課程表

グローバルサイエンス科１年生 教育課程表

（様式Ⅱ）　　　　　

　　　　　　　　　　県　立　高　等　学　校　入　学　生　徒　教　育　課　程　表

全日制課程・本校   グローバル サイエンス科 令和４年度入学生徒
兵庫県立宝塚北高等学校

国

語
地理

歴史

公
民

保体 7～8

健育

芸 0・2
0・2

術 0・2

家
庭

情
報

4～8

6～12

2～8

3～9 4・8
3～9

3～9 2・6

学校設定科目「GSⅡ」は届出済み。

学校設定科目「GSⅢ」は来年度届出予定。

総合的な探究の時間 3～6

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

 始業時刻：８：３５ 終業時刻：平日１５：２０   １単位時間： ５０分

理
数

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

３年

必
修

選
択

必
修

計

選
択

必
修

選
択

備　　　　　考

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ２年

現 代 の 国 語

言 語 文 化

古 典 探 究

地 理 総 合

歴 史 総 合

論 理 国 語

公 共

体 育

保 健

音 楽 Ⅰ

地 理 探 究

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

英 語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ

英 語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ

英 語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物

Ｇ Ｓ Ⅰ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅱ
学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
学 校 設 定 科 目 ）

各 学 科 に 共 通 す る

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅰ

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計

主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

 　終業時刻：月曜・木曜１６：２０

ホ ー ム ル ー ム 活 動

週 当 た り 時 数

「情報Ⅰ」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で代
替予定。

学校設定科目「GSⅠ」は届出済み。「GSⅠ」は、特定の期
間に実施することを、申請済み。

「総合的な探究の時間」のうち、１単位を「GSⅠ」で代替
することを申請済み。また、２単位を「GSⅢ」で代替する
ことを、来年度申請予定。

「理数生物」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で
代替予定。

週 当 た り 授 業 時 数



資料２ 運営指導委員会の記録

第 回 運営指導委員会

１ 日 時 令和４年７月 日（木） ： ～ ：

２ 出席者

【運営指導委員】

委員長 久保 孝史 大阪大学大学院理学研究科 教授

甲元 一也 甲南大学フロンティアサイエンス学部生命科学科 教授（オンライン参加）

山本 倫也 関西学院大学工学部情報工学科 教授

野路 衛 新明和工業株式会社人事総務部 担当部長

新明和商事株式会社 取締役社長

【宝塚北高等学校】

校長 曽谷 功 教頭 小宮山 宏之 推進関係職員 門井 淳， 森 真由美

【管理機関】

兵庫県立教育研修所高校教育研修課 主任指導主事 室田 守

３ 次第 司会 教頭

開会挨拶 （校長）

報告（門井）

① 令和４年度の事業計画

② 指定後３年間の成果

③ 令和４年度の取り組み

協議

① 令和４年度課題研究発表会に対する指導・助言

② 指定後３年間の成果に対する指導・助言

閉会挨拶 （校長）

運営指導委員からの助言

・企業と繋がることにより、生徒の視野が広がり、テーマの幅が広がった。

・教育系専門家による授業科目の評価は重要であり，次年度に向けて早急に準備すべきである。

・生徒にチャレンジ精神を持たせるため，活動当初に目標を書かせ，事後に確認してはどうか。

・ の活動を他教科へ普及させる必要がある。

・過去の研究のデータ化が役立つのではないか。

・対面での研修は重要であると再認識した。

・宿泊を伴う異なる環境に身を置くことは，生徒にとって良い経験となる。

・企業の地域社会への貢献が求められているため，生徒が技術者の仕事内容を見たり，講演を聴

いたりする場を提供したい。

・生徒の主体性を重視する環境づくりが肝要である。

・学校改変に向けて，学校の魅力を引き出す特色づくりが必要。

・ 教育を推進するためにも，本校での取り組みを地域に広めてもらいたい。

・総合学科のノウハウを役立てることが重要である。

普通科１年生 教育課程表

「理数探究基礎」が 年次より必修科目として実施される

　　　　　　　　　　県　立　高　等　学　校　入　学　生　徒　教　育　課　程　表

全日制課程・本校  普通科 令和４年度入学生徒

兵庫県立宝塚北高等学校

備考

＊学校設定科目「探究国語」は令和５年１月現在検討中の科目

0･4 0･4

0･4 0･4

0･4 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅰ」は令和５年１月現在検討中の科目

0･4 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅰ」は令和５年１月現在検討中の科目

0･2 0･4 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

0･2 0･4 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

0･2 4･6

12･14 14･16

0･2

0･2

0･6

0･2

0･6

0･2

＊学校設定科目「理科発展」は令和５年１月現在検討中の科目

保 7～8

体

0･2 0･2 0･2

0･2 2・4 0･2 0･2

0･2 0･2 0･2

0･2 0･2 ＊学校設定科目「漢字の書」は令和５年１月現在検討中の科目

17･

0･2 ＊学校設定科目「英語購読」は令和５年１月現在検討中の科目

0･2 ＊学校設定科目「探究英語」は令和５年１月現在検討中の科目

＊学校設定科目「生活探究」は令和５年１月現在検討中の科目

2～6 0･2

2～8 0･2

2～6 0･2

2～6 0･2

4～12 0･2

演劇 6～12 0･2 0･2 ＊学校設定科目「劇表現」は令和５年１月現在検討中の科目

理数

総合的な探究の時間 3～6

  始業時刻：  ８：３５   １単位時間： ５０分

19・

理科系科目に重点を置く類型3学級

教科・科目等

（様式Ⅱ）　　　　　

類　型
６学級

文科系3学
級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅰ1学級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅱ2学級

教
　
科

科　　　目

標
準
単
位
数

１年 ２年 ３年

必
修

選
択

必
修

選
択

単
位
数

計

３年
単
位
数

計

２年 ３年
単
位
数

選
択

必
修

選
択

計必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

探 究 国 語
学校設定科目

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

世 界 史 特 論 Ⅱ
学校設定科目

日 本 史 特 論 Ⅱ
学校設定科目

公
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

生 物

理 科 発 展
学校設定科目）

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

総 合 数 学
学 校 設 定 科 目

芸
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

漢 字 の 書
学校設定科目

理
　
　
　
科

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

外
国
語

家庭 2･4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

英 語 購 読
学校設定科目

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

ファッション造形基礎

フードデザイン

探 究 英 語
学校設定科目

家 庭 総 合

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

各 学 科 に 共 通 す る

各 教 科 ・科 目の 単 位 数計

家
庭

保育基礎

0･2･4

音
楽

演 奏 研 究
0･2･4

ソルフェージュ

劇 表 現
学校設定科目

各 教 科 ・科 目の 単 位 数計

単 位 数 計

0～40～4
主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

ホ ー ム ル ー ム 活 動

週 当 た り 時 数

週 当 た り 授 業 時 数

終業時刻：平日１５：２０

 　終業時刻：月曜・木曜１６：２０

文 学 国 語

国 語 表 現

家 庭 基 礎

生 活 探 究
学校設定科目）

理数探究基礎

古 典 探 究

数 学 Ⅱ 発 展
（学校設定科目）

世 界 史 特 論 Ⅰ
学校設定科目

日 本 史 特 論 Ⅰ
学校設定科目

生 物 基 礎

地 学 基 礎

＊「理数探究基礎」の履修を以て、「総合的な探究の時間」の１単位
分を代替することを、申請済み。
＊「総合的な探究の時間」の科目名称
２年『興味関心を持つ分野の探究』・3年『進路実現に向けて、自分
を知る探究』

＊理数類型の２年で、「数学Ⅱ」と「数学Ⅲ」を同時に開講することを、届
出済み。

＊理数類型の２年で、「生物基礎」と「生物」を同時に開講することを、届
出済み。

＊理数類型は、「地学基礎」＋「物理」か、「生物基礎」＋「生物」のどち
らかの組み合わせを選択。

体 育

保 健

情報

＊人文類型の２年で、「歴史総合」と「日本史探究」または「世界探究」を
同時に開講することを、届出済み。

＊学校設定科目「数学Ⅱ発展」は令和５年１月現在検討中の科目

＊学校設定科目「総合数学」は令和５年１月現在検討中の科目



資料２ 運営指導委員会の記録

第 回 運営指導委員会

１ 日 時 令和４年７月 日（木） ： ～ ：

２ 出席者

【運営指導委員】

委員長 久保 孝史 大阪大学大学院理学研究科 教授

甲元 一也 甲南大学フロンティアサイエンス学部生命科学科 教授（オンライン参加）

山本 倫也 関西学院大学工学部情報工学科 教授

野路 衛 新明和工業株式会社人事総務部 担当部長

新明和商事株式会社 取締役社長

【宝塚北高等学校】

校長 曽谷 功 教頭 小宮山 宏之 推進関係職員 門井 淳， 森 真由美

【管理機関】

兵庫県立教育研修所高校教育研修課 主任指導主事 室田 守

３ 次第 司会 教頭

開会挨拶 （校長）

報告（門井）

① 令和４年度の事業計画

② 指定後３年間の成果

③ 令和４年度の取り組み

協議

① 令和４年度課題研究発表会に対する指導・助言

② 指定後３年間の成果に対する指導・助言

閉会挨拶 （校長）

運営指導委員からの助言

・企業と繋がることにより、生徒の視野が広がり、テーマの幅が広がった。

・教育系専門家による授業科目の評価は重要であり，次年度に向けて早急に準備すべきである。

・生徒にチャレンジ精神を持たせるため，活動当初に目標を書かせ，事後に確認してはどうか。

・ の活動を他教科へ普及させる必要がある。

・過去の研究のデータ化が役立つのではないか。

・対面での研修は重要であると再認識した。

・宿泊を伴う異なる環境に身を置くことは，生徒にとって良い経験となる。

・企業の地域社会への貢献が求められているため，生徒が技術者の仕事内容を見たり，講演を聴

いたりする場を提供したい。

・生徒の主体性を重視する環境づくりが肝要である。

・学校改変に向けて，学校の魅力を引き出す特色づくりが必要。

・ 教育を推進するためにも，本校での取り組みを地域に広めてもらいたい。

・総合学科のノウハウを役立てることが重要である。

普通科１年生 教育課程表

「理数探究基礎」が 年次より必修科目として実施される

　　　　　　　　　　県　立　高　等　学　校　入　学　生　徒　教　育　課　程　表

全日制課程・本校  普通科 令和４年度入学生徒

兵庫県立宝塚北高等学校

備考

＊学校設定科目「探究国語」は令和５年１月現在検討中の科目

0･4 0･4

0･4 0･4

0･4 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅰ」は令和５年１月現在検討中の科目

0･4 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅰ」は令和５年１月現在検討中の科目

0･2 0･4 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目
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資料３ 生徒の外部発表一覧

文部科学省・科学技術振興機構等が主催・共催する高校生向け研究発表会

①第 回日本学生科学賞 兵庫県コンクール

【兵庫県教育長賞】「飼育下におけるカワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激の探索」生物部

【神戸商工会議所会頭賞】「硝酸銅（Ⅱ）水溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る」 科 年生

② （第 回高校生・高専生科学技術チャレンジ）

【入賞】「尾翼形状が飛行に与える影響」 科 年生

日本学術会議協力学術研究団体及びその支部組織が開催する学会での発表

①日本金属学会 年春季講演大会 高校生・高専学生ポスターセッション

【優秀ポスター賞】「ダニエル電池の負極に を用いると？」 科 年生

「硝酸銅（Ⅱ）水溶液の電気分解時に発生した緑色の液体の正体」 科 年生

「真鍮における脱亜鉛腐食の加速」 科 年生

②日本金属学会 年秋季講演大会 高校生・高専学生ポスターセッション

【高校生ポスター優秀賞】「アルミニウムとイチゴの溶解」化学部

【高校生ポスター優秀賞】「マグネシウム 次電池の実用化に向けたイオン拡散の研究」化学部

③日本化学会近畿支部 第 回高等学校・中学校化学研究発表会

【奨励賞】「和ろうそくの芯切をなくす」」 科 年生

【奨励賞】「硝酸銅（Ⅱ）水溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る」 科 年生

【奨励賞】「イチゴによるアルミニウムの溶解」化学部

④プラズマ・核融合学会 第 回高校生シンポジウム

【口頭発表奨励賞】「電離真空計の内部構造を利⽤したプラズマの生成」 科 年生

⑤ 年繊維学会秋季研究発表会 高校生セッション

「水濡れした紙に発生する“しわ”と“反り”は別の事象なのか」 科 年生

⑥第 回日本植物学会 高校生研究ポスター発表

「ホウレンソウの白色顆粒」 科 年生

「植物の成長過程における力学的な「力」について」 科 年生

⑦第 回日本物理学会 セッション

「小容器に入ったお湯の液面と底面の温度差」 科 年生

⑧ジュニア農芸化学会

「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」生物部

「植物の上部の障害物に対する挙動について」 科 年生

「正の植物土壌フィードバックにおける樹木の日照と共生菌の関係」 科 年生

⑨日本生理学会第 回記念大会高校生発表

「カワムツの攻撃行動の鍵刺激の探索」生物部

⑩令和５年度日本水産学会春季大会

「飼育下におけるカワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激の探索」生物部

⑪第 回化学工学会学生発表会

「硝酸銅 Ⅱ 水溶液が電気分解で緑色に変化した原因を探る」 科 年生

大学・博物館・企業等が主催する高校生向け研究発表会・論文コンクール

①高校生・私の科学研究発表会（兵庫県生物学会・神戸大学サイエンスショップ）

【奨励賞】「ヤドカリの交替性転向反応」 科 年生

「竹林の拡大と地理的要因の関連性」 科 年生

「アスファルトへの遮熱性舗装と白い塗装の性能の違いと最適なアスファルトの舗装方法の検討」 科 年生

「尾翼の形状と仰角の関係」 科 年生

「“碁石拾い”における、石を取りつくせる配置の判別方法」 科 年生

②サイエンスキャッスル 中四国大会

第２回 運営指導委員会

１ 日時 令和５年 月 日（月） ： ～ ：

２ 出席者

【運営指導委員】

委員長 久保 孝史 大阪大学大学院理学研究科 教授（オンライン参加）

山本 倫也 関西学院大学工学部情報工学科 教授

高橋 鉄美 兵庫県立大学自然・環境科学研究所 教授

野路 衛 新明和工業株式会社 人事教育部長

新明和商事株式会社 代表取締役社長

【宝塚北高等学校】

校長 曽谷 功 教頭 小宮山 宏之 推進関係職員 門井 淳，沖本 純奈

【管理機関】

兵庫県立教育研修所高校教育研修課 主任指導主事 室田 守（オンライン参加）

３ 次第 司会 教頭

開会挨拶（校長）

報告（門井）

① 令和４年度の取組について

② 令和３年度の 中間評価で指摘されたことへの取組と成果について

協議

① 令和４年度の取組に対する指導・助言

② 本校の の取組及びこれからの課題に対する指導・助言

閉会挨拶（校長）

運営指導委員からの助言

・生徒の積極性が上がってきている。

・コロナ禍のなかでも取組が素晴らしかった。来年度以降，社会でも従来通り対面式に戻ることに

なるので，その意識を持っておく方がよい。

・他の先生方を含め，多くの人を参加させ，全校体制で行えることが重要である。

・研究に対するモチベーションを上げるためにも，本人の意志が明確であることが必要である。

・探究活動と受験対策の両立は難しいが，どういう探究活動をするかは大切である。

・設定するテーマの幅広さが必要である。

・今後もさまざまな分野で，社会（企業）との接点を増やし，生徒自身の学びと社会との繋がりを

感じることは肝要である。

・生徒個人のなかの多様性を養うためにも，他人と出会い共有・発信することは大切である。

・理系女子を各企業が求めている。

・理系女子を増やすことは長期間で、継続的に行う必要がある。

・大学の先生と共有しながら，教師が生徒の資質能力を適切に評価することは大切である。

・国や関係機関が指導しながら、 サイクルを確立していくと考えられる。
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資料４ 課題研究テーマ一覧【奨励賞】「ヤドカリの交替性転向反応」 科 年生

【奨励賞】「芯切が不要な和蝋燭についての研究」 科 年生

③第 回科学の芽賞（筑波大学）

「硝酸銅（Ⅱ）水溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る」 科 年生

④高校生科学教育大賞（バイテク情報普及会）

【奨励賞】「植物のあらゆる可能性を探る探究活動」 科 年生

⑤第 回高校生バイオサミット 鶴岡（慶応大学）

計画発表部門一次審査通過「植物の成長過程における力学的な「力」についての研究」 科 年生

⑥ サイエンスフェスティバル （中高生オンライン研究発表会）（東京薬科大学）

スタンダードコース「植物の成長過程における力について」 科 年生

ビギナーコース「ホウレンソウ葉表面の白色顆粒」 科 年生

⑦第 回坊ちゃん科学賞（東京理科大学）

【入賞】「尾翼形状が飛行に与える影響」 科 年生

【入賞】「アリが忌避する物質の における共通点」 科 年生

⑧令和 年度高大連携課題研究合同発表会 京都大

「和ろうそくの「芯切り」をなくす」 科 年生

「硝酸銅（Ⅱ）水溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る」 科 年生

⑨第 回共生のひろば（兵庫県立人と自然の博物館）

「白銀比・黄金比を用いた西洋数学に対する和算の利点」 科 年生

⑩甲南大リサーチフェスタ （甲南大学）

「方言でお金もうけ⁈ ～方言は消費者の購買意欲を向上させるか～」普通科 年生

「理想的なジャイロカーの作成」 科 年生

「ダイラタンシー流体の剪断増粘性の評価」 科 年生

「植物の上部の障害物に対する挙動について～突き破る限界硬度の測定と成長過程の観察～」 科 年生

兵庫咲いテク事業・高文連・高等学校等が主催する高校生向け研究発表会・コンクール等

①第 回サイエンスフェア 兵庫（兵庫咲いテク事業）

「ダニエル電池を用いたファラデー定数の算出」 科 年生

「硝酸銅（Ⅱ）水溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る」 科 年生

「ホウレンソウ葉表面の白色顆粒」 科 年生

「和ろうそくの「芯切り」をなくす」 科 年生

「ヤドカリの交替制転向反応」 科 年生

「ダイラタンシー流体の剪断増粘性の評価」 科 年生

「植物の再生後の変化に関する研究 ～再生能力の高い豆苗を用いた実験～」 科 年生

「物理部の活動報告」物理部

②第２回データサイエンスコンテスト（兵庫咲いテク事業）

【兵庫県第 位】 科 年生

【兵庫県第 位】 科 年生

③第 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

【研究発表優秀賞】【ポスター発表最優秀賞】「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」生物部

【研究発表優良賞】【ポスター発表優秀賞】「イチゴによるアルミニウムの溶解」化学部

「物理部 年生の活動報告」物理部

④８ （兵庫咲いテク事業）

“ ” 科 年生

過去３年間の 科生徒による研究の外部発表数（「 Ⅰ」で行われた自主研究を含む）

令和２年 令和３年 令和４年

件 件 件
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資料６ 探究活動を深化させる主な開発教材一覧

教材名 対象生徒 概要

リサーチプランの作成

（基礎編・実践編）

自然科学系部

活動

１年生

２年生

令和２年度に作成し、改訂を行った。 科の課題研究での

テキストとして使用している。また、他校生も対象とした

令和３年度の 「リサーチプラン発表＆研修会」でも配

布し活用した。 交流会支援事業「高校生のためのリサ

ーチプラン発表＆研修会」のテキストとして参加校に配布

した。

研究論文の書き方 ２年生 令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅱ」「 Ⅲ」の授業で

用いている。本校の論文書式も掲載している。

探究基礎実習

ＢＢ弾を用いた探究

（標識再捕法）

２年生 令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅱ」の授業で用いてい

る探究プログラム。生物と数学を融合している。生物の代

わりにＢＢ弾を用いている。

探究基礎実習

シロアリを用いた探究

１年生 令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅰ」の授業で用いてい

る探究プログラム。シロアリの追従行動をもとに、生物と

化学を融合している。

探究基礎実習

パン酵母を用いた探究

１年生 令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅰ」の授業で用いてい

る探究プログラム。生物と化学を融合している。

「科学の甲子園」のように競技性の高い内容にしている。

探究基礎実習

地震波から探究する

１年生 令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅰ」の授業で用いてい

る探究プログラム。地学と数学を融合しているが、自由度

の高いプログラムである。生徒が自ら解決すべき課題を設

定し、他の班と情報交換をしながら協働的な活動を行い、

発表までつなげていく。

探究基礎実習

古生物の歩行速度に関

する探究

１年生

２年生

令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅰ」の授業で用いてい

る探究プログラム。物理と生物を融合し、スケーリングに

ついて深い学びが得られる。

探究基礎実習

ファラデーの法則に関

する探究

１年生 令和元年度作成。学校設定科目「 Ⅰ」の授業で用いてい

る探究プログラム。データロガーを用いて即時的にデータ

解析が可能であり、化学と情報を融合している。

英語による科学実験 ３年生 令和２年度作成。学校設定科目「 Ⅲ」の授業で用いてい

る探究プログラム。

英語によるプレゼン実

習

３年生 令和２年度作成。学校設定科目「 Ⅲ」の授業で用いてい

る探究プログラム。データサイエンスの学びに繋がってい

る。

「リサーチプランの作成」「研究論文書式」「地震波から探究する」「古生物の歩行速度に関する探究」

「ファラデーの法則に関する探究」については他校での授業での汎用性が高いと考えられ、他校でも扱

いやすい形に改編し、令和５年度から本校ホームページに順次、公開していく。

資料５ アンケート

①教員による学校評価（回答数 ）

②生徒が考えている課題研究と「学力」との関係

課題研究などの探究的活動が共通テスト理科の問題を回答するのにとても有効であったか，また、学

力向上に有効であったかを共通テスト受験後の 科３年生を対象にアンケートをとった。

課題研究が共通テストの理科の回答に有効であったか 課題研究が「学力」の向上に有効であったか

とても有効であった とても有効であった

有効であった 有効であった

あまり有効ではなかった あまり有効ではなかった

全く有効ではなかった 全く有効ではなかった

共通テストの理科の解答と課題研究の関係については， の生徒が有効であったと回答し，有効

でなかったとする回答が であった。しかし，「学力」との関係については ％の生徒が有効で

あったと回答し，有効でなかったとする回答は ％であった。このことから，生徒は共通テストの理科

の問題を解く力と「学力」を区別して捉えているのではないかと新たな仮説を考えることができた。
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通信（ の取組の成果を発信・普及する取組）
第 号（ 年 月 日発行）新入生・保護者への 事業の紹介

第 号（ 年 月 日発行）課題研究発表会の報告 グローバルサイエンスキャンパスの案内

資料７ 用語集

用語 解説

科 グローバルサイエンス科。各学年に１クラス設置され

ている。

５つの力 「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」「見通す力」

「挑戦する力」。社会を牽引する科学技術系人材に必

要な力と考えている。

－ 科学技術系人材を育成するための学習プログラム群

（ － － － ）の総称。

－ 科生徒を対象とする学習プログラム。学校設定科目

「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を核としている。

－ 普通科理系生徒や自然科学系部活動生徒に対象を広げ

た学習プログラム。「 Ⅰ」や「 Ⅱ」，特別講義等

の一部をオープン講座とし，普通科理系生徒や自然科

学系部活動生徒が樹王できるようにしている。

－ 一般生徒や保護者や地域の小中学生ならびに近隣の高

校まで広げた学習プログラム。「 Ⅰ」や「 Ⅱ」，

特別講義等の一部をオープン講座とし，理系以外の生

徒でも受講できるようにしている。また，地域の小中

学生を対象とした事業も － と称している。

Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ 科の学校設定科目。ＳＳＨ特例を活用している。

「 Ⅰ」と「 Ⅲ」は「総合的な探究の時間」を代替

し，「 Ⅱ」は「情報の科学（１単位）」，「理数化

学（１単位）」，「理数生物（１単位）」，「課題研

究（２単位）」を代替している。

リサーチプラン 課題研究においてはテーマの設定が重要である。本校

ではリサーチプランの立て方を重視した取組を行って

おり，その成果は「高校生リサーチプラン研修会」を

通じて他校へ発信している。

メンター制 在校生の上級生が下級生に対して 科の課題研究や自

然科学系部活動の研究活動あるいは外部での発表会の

発表準備に対して指導助言を行う。

チューター制 卒業生が在校生の課題研究や自然科学系部活動の研究

活動に対して指導助言を行う。

通信 科で発行している校内向けの 広報誌。指定４年

間で 号まで発行している。 の成果報告やオープ

ン講座の募集等を掲載している。本校 のホームペ

ージからも閲覧が可能。



通信（ の取組の成果を発信・普及する取組）
第 号（ 年 月 日発行）新入生・保護者への 事業の紹介

第 号（ 年 月 日発行）課題研究発表会の報告 グローバルサイエンスキャンパスの案内

資料７ 用語集

用語 解説

科 グローバルサイエンス科。各学年に１クラス設置され

ている。

５つの力 「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」「見通す力」

「挑戦する力」。社会を牽引する科学技術系人材に必

要な力と考えている。

－ 科学技術系人材を育成するための学習プログラム群

（ － － － ）の総称。

－ 科生徒を対象とする学習プログラム。学校設定科目

「 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を核としている。

－ 普通科理系生徒や自然科学系部活動生徒に対象を広げ

た学習プログラム。「 Ⅰ」や「 Ⅱ」，特別講義等

の一部をオープン講座とし，普通科理系生徒や自然科

学系部活動生徒が樹王できるようにしている。

－ 一般生徒や保護者や地域の小中学生ならびに近隣の高

校まで広げた学習プログラム。「 Ⅰ」や「 Ⅱ」，

特別講義等の一部をオープン講座とし，理系以外の生

徒でも受講できるようにしている。また，地域の小中

学生を対象とした事業も － と称している。

Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ 科の学校設定科目。ＳＳＨ特例を活用している。

「 Ⅰ」と「 Ⅲ」は「総合的な探究の時間」を代替

し，「 Ⅱ」は「情報の科学（１単位）」，「理数化

学（１単位）」，「理数生物（１単位）」，「課題研

究（２単位）」を代替している。

リサーチプラン 課題研究においてはテーマの設定が重要である。本校

ではリサーチプランの立て方を重視した取組を行って

おり，その成果は「高校生リサーチプラン研修会」を

通じて他校へ発信している。

メンター制 在校生の上級生が下級生に対して 科の課題研究や自

然科学系部活動の研究活動あるいは外部での発表会の

発表準備に対して指導助言を行う。

チューター制 卒業生が在校生の課題研究や自然科学系部活動の研究

活動に対して指導助言を行う。

通信 科で発行している校内向けの 広報誌。指定４年

間で 号まで発行している。 の成果報告やオープ

ン講座の募集等を掲載している。本校 のホームペ

ージからも閲覧が可能。



第 号（ 年 月 日発行）「日本学生科学賞兵庫県コンクール」兵庫県教育長賞受賞 国際科学オリンピック参加募集

第 号（ 年 月 日発行）「数学理科甲子園」の報告 五国 連携プログラムの案内

第 号（ 年 月 日発行）科学プログラムの案内 科２年生の科学研修旅行の報告

第 号（ 年 月 日発行）「高校生のためのリサーチプラン研修会」の報告 夏休み中の生徒の活動報告



第 号（ 年 月 日発行）「日本学生科学賞兵庫県コンクール」兵庫県教育長賞受賞 国際科学オリンピック参加募集

第 号（ 年 月 日発行）「数学理科甲子園」の報告 五国 連携プログラムの案内

第 号（ 年 月 日発行）科学プログラムの案内 科２年生の科学研修旅行の報告

第 号（ 年 月 日発行）「高校生のためのリサーチプラン研修会」の報告 夏休み中の生徒の活動報告



令和４年度 事業取組事例
県県内内のの高高校校をを対対象象にに実実施施ししたた「「高高校校生生ののたためめののリリササーーチチププラランン研研修修会会」」

実習Ⅰで各校が事前課題について発表、次いで大学教授によるリサーチクエスチョンの立て方について

の講義、各校の交流会の後、実習Ⅱで作成したリサーチプランを発表した。

科科２２年年生生にによよるる「「科科学学研研修修旅旅行行」」

２泊３日で実施。１日目は東京大学で宇宙物理学の講義を受講し、研究者と深い質疑を行った。２日目

は産総研で講義２題を受講後、研究室を訪問し、午後は の見学を行った。３日目は国立科学博物

館での研修活動を行った。本校入学後、初めての宿泊を伴う研修を行うことができた。

ワワシシンントトンン大大学学ととのの連連携携

コロナ禍で中断して

いたシアトル科学研

修旅行で連携してい

るワシントン大学教

授が本校を訪問し、Ｇ

Ｓ科２年生を対象に

有機化学の講義と探

究実習を行った。

第 号（ 年 月 日発行）科学へのいざない 公開講座の報告 科２年生校外研修会の報告

第 号（ 年 月 日発行）科学へのいざない 学校設定科目「 Ⅰ」の活動報告



令和４年度 事業取組事例
県県内内のの高高校校をを対対象象にに実実施施ししたた「「高高校校生生ののたためめののリリササーーチチププラランン研研修修会会」」

実習Ⅰで各校が事前課題について発表、次いで大学教授によるリサーチクエスチョンの立て方について

の講義、各校の交流会の後、実習Ⅱで作成したリサーチプランを発表した。

科科２２年年生生にによよるる「「科科学学研研修修旅旅行行」」

２泊３日で実施。１日目は東京大学で宇宙物理学の講義を受講し、研究者と深い質疑を行った。２日目

は産総研で講義２題を受講後、研究室を訪問し、午後は の見学を行った。３日目は国立科学博物

館での研修活動を行った。本校入学後、初めての宿泊を伴う研修を行うことができた。

ワワシシンントトンン大大学学ととのの連連携携

コロナ禍で中断して

いたシアトル科学研

修旅行で連携してい

るワシントン大学教

授が本校を訪問し、Ｇ

Ｓ科２年生を対象に

有機化学の講義と探

究実習を行った。

第 号（ 年 月 日発行）科学へのいざない 公開講座の報告 科２年生校外研修会の報告

第 号（ 年 月 日発行）科学へのいざない 学校設定科目「 Ⅰ」の活動報告



小小中中学学生生をを対対象象ととししたた科科学学のの普普及及活活動動

「青少年のための科学の祭典」「小中学生のための自由研究オンライン相談会」を通じて小中学生を対

象とした科学の普及活動に取り組んでいる。今年度末には宝塚市内の中学校の科学系部活動と本校化学

部との交流会を実施する。

「「 ⅠⅠ甲甲子子園園」」～～ 科科 科科学学をを楽楽ししむむ一一日日～～

科１年生の学校設定科目で「科学の甲子園」を模した競技性を伴った探究実習を行っている。保護者

・卒業生・ 科２年生希望チームも参加し、ともに楽しむ科学の一日となっている。

「「総総合合的的なな探探究究のの時時間間」」発発表表会会

普通科の「総合的な探究の時間」の発表会を行った。 科の課題研究で取り入れている手法をもとに授

業内容を改編した。深い学びが得られる探究活動が進められるようになり、レベルの高いポスターセッ

ションが行えた。来年度から普通科で開講される「理数探究基礎」に向けて前進できた。
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